
一

今
、
私
の
前
に
は
三
本
の
、
い
さ
さ
か
古
い
、
映
画
の
ビ
デ
オ
・
テ
ー
プ
が
置
か
れ
て
い
る
。

子
細
に
言
え
ば
、
最
初
の
一
本
は
一
九
八
七
年
の
イ
ギ
リ
ス
映
画
で
、
監
督
は
ケ
ン
・
ラ
ッ
セ

ル
（K

en
 
R
u
ssell

）、
題
名
は
『
ゴ
シ
ッ
ク
』
で
あ
る
。
原
題
も

G
o
th
ic

で
、
変
わ
り
は
な

い
。
た
だ
し
、
日
本
に
お
け
る
一
般
公
開
は
一
年
遅
れ
て
、
翌
年
の
一
九
八
八
年
、
私
た
ち
の

国
の
年
号
で
言
え
ば
、
昭
和
六
十
三
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
れ
以
外
の
二
本
も
、
こ
の
一
年
遅
れ
の
、
同
じ
年
の
映
画
で
あ
る
。
一
本
目
は
、
ス
ペ
イ

ン
と
イ
ギ
リ
ス
の
共
同
制
作
で
、
も
と
も
と
英
語
名
は

R
o
w
in
g
 
w
ith
 
th
e W

in
d

で
あ
っ

た
が
、
こ
れ
が
翌
年
、
日
本
で
公
開
さ
れ
た
折
に
は
、
結
果
的
に
『
幻
の
城
』
と
改
題
さ
れ
て

い
る
。（
※
）
監
督
と
脚
本
は
ゴ
ン
ザ
ロ
・
ス
ア
レ
ス
（G

o
n
za
lo
 
S
u
a
rez

）、
ス
ペ
イ
ン
語
の

題
名
で
は

R
em
a
n
d
o
 
a
l V

ien
to

と
な
る
。

（
※
）
こ
の
作
品
の
英
語
名
に
は
、R

o
w
in
g
 
w
ith
 
th
e W

in
d

と

R
o
w
in
g
 
in
 
th
e W

in
d

の
二
種
類
が
あ
る
。
私
た
ち
は
、
は
た
し
て
風・
と・
共・
に・
舟
を
漕
ぐ
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
と

も
風・
の・
中・
に・
舟
を
漕
ぐ
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
見
、
些
細
な
こ
と
の
よ
う
で
は
あ
る
が
、
存
外
、

こ
れ
は
私
た
ち
の
生
と
死
の
根
幹
に
触
れ
る
問
題
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
ゴ
ン
ザ
ロ
・
ス
ア

レ
ス
は
マ
ド
リ
ー
ド
大
学
で
、
も
と
も
と
フ
ラ
ン
ス
哲
学
を
専
攻
す
る
学
生
で
あ
っ
た
ら
し

い
。

二
本
目
（
と
言
う
よ
り
も
、
三
本
目
）
は
、
残
念
な
が
ら
私
た
ち
の
国
で
は
劇
場
未
公
開
の

作
品
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
映
画
の
『
幽
霊
伝
説
』
で
あ
る
。
と
は
言
っ
て
も
、
こ
の
題
名
は

日
本
的
な
、
は
な
は
だ
日
本
的
な
題
名
で
あ
っ
て
、
原
題
は

H
a
u
n
ted

 
S
u
m
m
er

で
あ
る
。

強
い
て
訳
せ
ば
『
取
り
憑
か
れ
た
夏
』
と
な
る
が
、
こ
れ
は
例
え
ば
「
お
化
け
屋
敷
（h

a
u
n
ted

 
h
o
u
se

）」
の
よ
う
に
、
私
た
ち
が
何
か
に
、
取
り
憑
か
れ
た
状
態
を
指
し
示
し
て
い
る
。

何
か
に

と
は
、
こ
の
映
画
の
場
合
、
日
本
語
名
の
副
題（「
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
誕

生
秘
話
」）
が
種
明
か
し
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
映
画
は
私
た
ち
が
、
い
わ
ゆ
る
「
フ
ラ
ン

ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
」
と
い
う
名
で
知
っ
て
い
る
、
場
合
に
よ
っ
て
は
怪
物
（
モ
ン
ス
タ
ー
）
の

こ
と
で
も
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
怪
物
を
創
造
し
た
人
間
の
こ
と
で
も
あ
る
、
あ
の

有
名
な
、
恐
怖
の
物
語
の
「
誕
生
秘
話
」
で
あ
っ
た
。（
※
）

（
※
）
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
も
そ
も
「
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
」
は
人
間
、
す
な
わ
ち
、
怪
物

を
創
造
し
た
科・
学・
者・
（
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
厳
密
に
言
え
ば
大・
学・
生・
）
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
創

造
さ
れ
た
怪
物
の
こ
と
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
両
者
は
時
代
と
共
に
、
歴
史
の
中
で

混
同
さ
れ
、
や
が
て
転
倒
さ
れ
る
に
至
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
経
緯
そ
れ
自
体
が
、
私

た
ち
の
恐・
怖・
の
源
泉
で
も
あ
っ
た
。
な
お
、
英
語
の
モ
ン
ス
タ
ー
（m

o
n
ster

）
は
元
来
、
ラ

テ
ン
語
（m

o
n
stru

m

）
に
ま
で
遡
り
、
字
義
ど
お
り
に
訳
せ
ば
、
そ
れ
は
警・
告・
者・
の
意
味
で

あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
「
誕
生
秘
話
」
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
こ
れ
以
外
の
二
本
の
映
画
の
主
旨

も
変
わ
る
点
は
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
私
た
ち
の
取
り
上
げ
る
、
こ
の
三
本
の
映

画
は
共
通
に
、
い
ず
れ
も
「
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
誕
生
秘
話
」
と
い
う
性
格
を
兼
ね
備
え

て
お
り
、
そ
の
性
格
を
、
違
っ
た
形
で
、
違
っ
た
切
り
口
で
、
そ
れ
ぞ
れ
表
現
し
た
作
品
で
あ

る
、
と
言
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
一
本
目
の
『
ゴ
シ
ッ
ク
』
は
、
そ
の
名
の
通

一
八
一
六
年
、
夏
の
夜
の
夢

天

野

雅

郎

一
八
一
六
年
、
夏
の
夜
の
夢
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り
に
「
ゴ
シ
ッ
ク
・
ロ
マ
ン
ス
（G

o
th
ic R

o
m
a
n
ce

）」
の
代
表
と
し
て
、
こ
の
「
フ
ラ
ン
ケ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
」
と
い
う
物
語
を
捉
え
、
こ
の
物
語
の
誕
生
し
た
夜
（
そ
れ
も
、
た
っ
た
一
夜
）

の
こ
と
を
描
き
出
し
て
い
る
し
、
二
本
目
の
『
幻
の
城
』
は
、
そ
れ
を
長
い
、
も
っ
と
長
い
、

一
人
の
人
間
の
人
生
の
中
で
、
い
わ
ゆ
る
運・
命・
の
問
題
と
し
て
描
き
出
し
て
い
る
。（
※
）

（
※
）
運
命
と
い
う
語
は
、
大
き
く
分
け
て
、
そ
の
根
拠
を
偶・
然・
に
置
く
立
場
と
、
逆
に
必・
然・
に
置

く
立
場
に
分
か
れ
る
。
英
語
で
言
え
ば
、
前
者
に
当
た
る
の
が

fo
rtu
n
e

で
あ
り
、
後
者
に

当
た
る
の
が

d
estin

y
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
根
拠
は
双
方
と
も
に
、
言
葉
を
通
じ
て
露

（
あ
ら
わ
）
に
な
る
。

そ
の
よ
う
な
、
言
葉
を
通
じ
て
露
に
な
っ
た
運
命
を
、
英
語
で

は

fa
te

と
呼
ぶ
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
こ
の
「
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
」
と
い
う
物
語

は
、
運
命
的
（fa

ta
l

）
な
物
語
で
あ
る
。
破
壊
的
で
、
致
命
的
な
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
よ
う

な
運
命
は
古
来
、
モ
イ
ラ
（
ギ
リ
シ
ア
神
話
）
や
、
パ
ル
カ
（
ロ
ー
マ
神
話
）
と
称
さ
れ
、

運
命
の
糸
を
紡
ぎ
、
測
り
、
切
る
、
三
人
の
女・
神・
の
姿
で
擬
人
化
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
も
英

語
で
は

F
a
te

（s

）
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
運
命
は
常
に
女
性
の
姿
を
し
て
現
れ
る
。
な
お
、

ゴ
シ
ッ
ク
（
ひ
い
て
は
、
ゴ
シ
ッ
ク
・
ロ
マ
ン
ス
）
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
立
ち

入
ら
な
い
。

時
間
的
に
言
え
ば
、
こ
の
双
方
の
中
間
に
位
置
し
な
が
ら
、
そ
の
時
間
を
一
つ
の
季
節
、
す

な
わ
ち
、
原
題
ど
お
り
の
『
取
り
憑
か
れ
た
夏
』
に
限
定
し
た
の
が
、
三
本
目
の
映
画
で
あ
る
。

監
督
は
イ
ヴ
ァ
ン
・
パ
ッ
セ
ル
（Iv
a
n
 
P
a
sser

）、
一
般
に
は
、
英
語
読
み
の
ア
イ
ヴ
ァ
ン
・

パ
ッ
サ
ー
の
方
が
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
も
と
も
と
彼
は
チ
ェ

コ
の
プ
ラ
ハ
の
出
身
で
あ
っ
た
が
、
一
九
六
八
年
の
「
プ
ラ
ハ
の
春
」
と
、
そ
の
暴
力
的
弾
圧

の
後
に
国
外
に
脱
出
し
、
亡
命
先
を
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
求
め
た
か
ら
。（
※
）

（
※
）
イ
ヴ
ァ
ン
・
パ
ッ
セ
ル
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
『
映
画
百
科
事
典
』
を
参
照
。
も
っ
と
も
、

そ
こ
に
『
幽
霊
伝
説
』
は
、
た
だ
題
名
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
が
。E

p
h
ra
im

 
K
a
tz
,
rev

ised
 
b
y
 
R
o
n
a
ld
 
D
e
a
n
 
N
o
le
n
：
T
h
e
 
F
ilm
 
E
n
c
y
c
lo
p
e
d
ia
,
6
th

 
ed
itio

n
,
2008.

ち
な
み
に
、
春
で
あ
れ
、
夏
で
あ
れ
、
い
わ
ゆ
る
季・
節・
（sea

so
n

）
は
元

来
、
ラ
テ
ン
語
（serere

）
に
ま
で
遡
り
、
も
と
も
と
播・
種・
の
意
味
で
あ
る
。
春
に
は
春
の
、

夏
に
は
夏
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
（
た
ね
）
を
、
人
は
播
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
私
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
以
上
の
三
本
の
映
画
を
通
じ
て
、
ま
た
、

こ
れ
ら
の
映
画
の
背
景
と
も
な
っ
て
い
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
的
事
実
や
人
間
関
係
を
通
じ

て
、
そ
こ
に
表
現
さ
れ
て
い
る
「
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
誕
生
秘
話
」
を
炙
り
出
し
、
こ
れ

を
解
き
明
か
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
が
、
そ
も
そ
も
私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
「
誕
生
秘
話
」

を
、
ど
こ
ま
で
解
き
明
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

元
来
、
秘・
話・
（a

n
ecd

o
te

）
と
は
私
た
ち
に
と
っ
て
、
そ
の
中
身
が
秘
め
ら
れ
た
、
密
か
な

物
語
の
こ
と
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
こ
に
表
現
さ
れ
て
い
る
内
容
は
、
そ
の
ま
ま
の
状

態
で
は
決
し
て
、
私
た
ち
の
手
に
は
届
か
な
い
物
語
の
こ
と
で
あ
る
。

あ
た
か
も
、
夢
の

中
の
物
語
の
よ
う
に
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
こ
の
「
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
誕
生
秘
話
」

に
は
、
い
っ
た
い
何
が
包
み
隠
さ
れ
、
私
た
ち
に
は
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
秘

話
（
す
な
わ
ち
、
ア
ネ
ク
ド
ー
ト
）
と
は
、
も
と
も
と
ギ
リ
シ
ア
語
に
ま
で
遡
り
、
あ
る
誰
か

の
、
生
前
に
は
非・
公・
開・
の
物
語
の
意
味
で
あ
っ
た
。（
※
）

（
※
）
こ
の
語
は
元
来
、
ギ
リ
シ
ア
語
（a

n
ek
d
o
ta

）
で
非・
公・
開・
の
状
態
を
指
し
示
し
、
具
体
的
に

は
東
ロ
ー
マ
帝
国
の
皇
帝
、
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
一
世
の
秘
話
（
と
言
う
よ
り
も
、
罵
詈
雑

言
）
を
、
歴
史
家
の
プ
ロ
コ
ピ
オ
ス
（P

ro
co
p
io
s

）
が
書
き
残
し
、
こ
れ
を
秘
匿
し
た
こ
と

に
由
来
し
て
い
る
。
一
般
に
は
『
秘
史
』
と
訳
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
物
語
の
場
合
は
、
そ
れ
を
書
い
た
の
が
メ
ア
リ
ー
・
シ
ェ
リ
ー
（M

a
ry

 
S
h
elley

）
で
あ
り
、
彼
女
（
す
な
わ
ち
、作・
者・
）
に
よ
っ
て
、
こ
の
物
語
が
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
、
あ
る
い
は
現
代
の
プ
ロ
メ
ー
テ
ウ
ス
（F

ra
n
k
e
n
s
te
in
 
o
r
 
T
h
e
 
M
o
d
e
r
n

 
P
ro
m
eth

eu
s

）』
と
い
う
名
で
執
筆
さ
れ
た
も
の
（
す
な
わ
ち
、
作・
品・
）
で
あ
る
こ
と
を
、
私

た
ち
は
知
っ
て
い
る
。（
※
）
少
な
く
と
も
、
そ
の
読・
者・
で
あ
る
な
ら
ば
。

（
※
）
こ
の
作
者
の
名
は
、
正
式
に
は
メ
ア
リ
ー
・
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
・
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
・
シ
ェ

リ
ー
（M

a
ry
 
W
o
llsto

n
ecra

ft G
o
d
w
in
 
S
h
elly

）
と
い
う
、
実
に
長
い
名
で
あ
る
。
生

和
歌
山
大
学
教
育
学
部
紀
要

人
文
科
学

第
60
集
（
二
〇
一
〇
）
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年
は
一
七
九
七
年
、
没
年
は
一
八
五
一
年
。
享
年
、
五
十
四
歳
。
私
た
ち
の
国
の
年
号
で
言

え
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
寛
政
九
年
と
嘉
永
四
年
に
当
た
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
作
者
が
吸
い

込
み
、
ま
た
吐
き
出
し
て
い
た
の
は
、
江
戸
の
後
期
か
ら
末
期
の
空
気
（
と
言
う
よ
り
も
、

大
気
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
大
気
（a

tm
o
sp
h
ere

）
の
連
続
性
、
す
な
わ
ち
、
共
通
性

や
普
遍
性
を
抜
き
に
し
て
、
私
た
ち
が
「
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
」
と
い
う
物
語
を
論
（
あ

げ
つ
ら
）
う
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
無
理
で
あ
ろ
う
。
や
が
て
私
た
ち
は
、
こ

の
よ
う
な
江・
戸・
（E

d
o

）
と
い
う
座
標
軸
を
通
じ
て
、
こ
の
「
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
」
と

い
う
物
語
に
、
向
か
い
合
う
こ
と
に
も
な
る
は
ず
で
あ
る
。

と
言
う
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
事
実
を
私
た
ち
が
、
単
に
事
実
と
し
て
了
解
し
て
い
る
だ
け

で
は
、
こ
の
物
語
は
秘
話
で
は
な
い
。
裏
を
返
せ
ば
、
そ
の
よ
う
な
事
実
の
中
に
も
私
た
ち
の
、

い
ま
だ
知
ら
な
い
何
か
が
包
み
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
物
語
の
「
誕
生
秘
話
」

を
云
々
す
る
必
要
は
な
い
。
そ
れ
な
ら
ば
、
そ
の
何・
か・
と
は
何
か
、

そ
れ
を
解
き
ほ
ぐ
し

て
ゆ
く
の
が
、
さ
し
あ
た
り
本
稿
の
課
題
と
な
る
。

二

例
え
ば
、
こ
の
物
語
が
最
初
に
出
版
さ
れ
た
時
、
そ
れ
は
一
八
一
八
年
の
三
月
の
こ
と
で
あ

っ
た
が
、
そ
こ
に
は
短
い
「
序
文
（P
refa

ce

）」
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
末
尾
に
は
以
下

の
よ
う
な
、
こ
の
物
語
の
誕
生
の
経
緯
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
。（
※
）
日
付
は
一
八
一
七
年
の
九

月
と
あ
り
、
場
所
は
マ
ー
ロ
ウ
（M

a
rlo
w

）
と
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
か
ら
テ
ム
ズ
河

を
遡
っ
て
、
上
流
に
位
置
す
る
都
市
で
あ
る
。

（
※
）
以
下
、
一
八
一
八
年
版
の
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
か
ら
の
引
用
は
、
次
の
テ
キ
ス
ト

に
従
う
。M

a
ry
 
S
h
elley

：
F
ra
n
k
en
stein

,
ed
ited

 
b
y
 
J
.
P
a
u
l H

u
n
ter ,

1996
.

な
お
、
く
ど
い
よ
う
で
は
あ
る
が
、
こ
の
一
八
一
八
年
を
私
た
ち
の
国
の
年
号
に
直
す
と
、

今
度
は
文
政
元
年
に
な
る
。
ち
な
み
に
、
一
八
一
七
年
は
文
化
十
四
年
で
あ
る
。

一
八
一
六
年
の
夏
を
、
私
は
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の
近
郊
で
過
ご
し
た
。
そ
の
夏
は
寒
く
、
雨
に

も
祟
ら
れ
、
夕
暮
れ
に
な
る
と
私
た
ち
は
、
燃
え
盛
る
暖
炉
の
周
囲
に
集
ま
っ
て
、
時
に
は

何
冊
か
の
ド
イ
ツ
の
幽
霊
物
語
（sto

ries o
f g

h
o
sts

）
を
読
み
な
が
ら
、
時
を
過
ご
し
た
。

そ
れ
ら
の
物
語
は
、
た
ま
た
ま
私
た
ち
の
手
に
入
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
物
語

に
刺
激
さ
れ
、
私
た
ち
も
戯
れ
に
、
こ
れ
ら
の
物
語
の
模
造
品
（im

ita
tio
n

）
を
作
っ
て
み

た
い
、
と
願
う
よ
う
に
な
っ
た
。
二
人
の
友
人

そ
の
内
の
一
人
の
筆
か
ら
産
み
出
さ
れ

る
物
語
は
、
お
よ
そ
私
の
望
み
う
る
、
ど
ん
な
物
語
よ
り
も
、
は
る
か
に
一
般
読
者
の
意
に

適
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う

と
私
自
身
が
同
意
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
何
ら
か
の
、
超
自
然
的

（su
p
ern

a
tu
ra
l

）
な
出
来
事
に
基
づ
い
た
、
物
語
を
書
く
こ
と
に
な
っ
た
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
は
、
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
で
あ
る
が
、
ジ
ュ
ネ
ー

ヴ
（G

en
ev
e

）
と
い
う
呼
び
名
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
あ
っ
て
、
英
語
名
で
は
ジ
ェ
ニ
ー
ヴ
ァ

（G
en
ev
a

）
と
な
る
。
同
様
に
、
ス
イ
ス
（S

u
isse

）
と
い
う
呼
び
名
も
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
あ

る
が
、
こ
の
「
一
八
一
六
年
の
夏
」
の
段
階
で
は
、
ス
イ
ス
は
フ
ラ
ン
ス
か
ら
独
立
し
、
い
わ

ゆ
る
永・
世・
中・
立・
国・
と
し
て
の
立
場
を
手
に
入
れ
て
い
た
。

こ
の
前
年
の
、
ウ
ィ
ー
ン
会
議
の
結
果
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
時
点
に
、
こ

の
よ
う
な
場
所
で
、
た
だ
「
私
」
を
始
め
と
す
る
「
私
た
ち
」
が
集
ま
っ
て
、
遊
び
半
分
に
「
ド

イ
ツ
の
幽
霊
物
語
」
を
読
ん
で
い
た
わ
け
で
は
、
決
し
て
な
い
。（
※
）
そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

全
体
が
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
台
頭
と
没
落
の
後
、
激
し
く
自・
由・
主・
義・
と
反・
動・
主・
義・
の
嵐
の
中
に
、

巻
き
込
ま
れ
て
い
た
頃
の
出
来
事
で
あ
る
。

（
※
）
こ
こ
で
は
、
あ
え
て
「
幽
霊
物
語
」
と
い
う
語
を
宛
が
っ
て
お
く
。
た
だ
し
、
そ
の
際
に
用

い
る
幽
霊
（g

h
o
st

）
は
、
死
霊
や
亡
霊
で
あ
る
以
前
に
、
例
え
ば
ド
イ
ツ
語
の

G
eist

と
等

し
く
、
あ
る
種
の
息
（
い
き
）
の
生・
き・
生・
き・
し
た
状
態
を
指
し
示
す
語
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は

本
来
、
生
気
や
活
気
を
意
味
す
る
語
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
幽
霊（
ゴ
ー
ス
ト
）

と
怪
物
（
モ
ン
ス
タ
ー
）
と
は
、
決
し
て
異
質
の
存
在
で
は
な
い
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
「
幽

一
八
一
六
年
、
夏
の
夜
の
夢
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霊
物
語
」
を
「
私
た
ち
」
は
、
そ
も
そ
も
黙・
読・
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
音・
読・
し

て
い
る
。
こ
の
点
は
、
見
逃
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
点
を
見
逃
し
て
し
ま
う
と
、
な
ぜ

「
幽
霊
物
語
」
が
気
息
と
な
っ
て
、
息
吹
と
な
っ
て
、
私
た
ち
に
襲
い
掛
か
り
、
恐
怖
を
齎

す
の
か
が
分
か
ら
な
く
な
る
。
私
た
ち
の
取
り
上
げ
て
い
る
映
画
の
中
で
も
、
さ
す
が
に
ケ

ン
・
ラ
ッ
セ
ル
の
『
ゴ
シ
ッ
ク
』
は
、
こ
の
点
を
見
逃
し
て
い
な
い
。

実
際
、
こ
の
時
の
「
私
」
は
十
九
歳
の
身
で
あ
り
な
が
ら
、
す
で
に
一
人
の
息
子
を
抱
え
て
、

こ
の
旅
を
企
て
て
い
る
。（
※
）
さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
の
息
子
は
生
後
、
い
ま
だ
四
箇
月
に
達
し

た
ば
か
り
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
旅
に
連
れ
出
す
こ
と
自
体
、
無
謀
の
謗
り
を
免
れ
な
い
行
為

で
あ
っ
た
ろ
う
。
翻
っ
て
言
え
ば
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
切
迫
し
た
事
情
が
、
こ
の
時
の
「
私
」

を
始
め
と
す
る
「
私
た
ち
」
に
は
、
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

（
※
）
こ
の
息
子
の
名
は
、
ウ・
ィ・
リ・
ア・
ム・
（W

illia
m

）
と
言
っ
た
。
今
後
、
こ
の
ウ・
ィ・
リ・
ア・
ム・
と
い

う
名
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
私
た
ち
は
出
会
う
こ
と
に
な
る
。
さ
し
あ
た
り
、
そ
の
名
が
意

味
す
る
も
の
は
意・
志・
で
あ
り
、
未・
来・
で
あ
り
、
そ
し
て
分・
身・
（d

o
u
b
le

）
で
あ
っ
た
こ
と
を
、

記
憶
に
留
め
た
い
。

も
っ
と
も
、
そ
の
事
情
自
体
は
至
極
単
純
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
時
の
「
私
」
は
既
婚

者
（M

istress

）
で
は
な
く
未
婚
者
（M

iss

）
で
あ
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
こ
の
時
の
「
私
」

の
腕
に
抱
か
れ
て
い
る
息
子
も
、
私
生
児
（
す
な
わ
ち
、
非
嫡
出
子
）
に
他
な
ら
な
か
っ
た
か

ら
。
要
す
る
に
、
こ
の
旅
は
「
私
」
に
と
っ
て
、
文
字
ど
お
り
の
駆・
け・
落・
ち・
に
等
し
い
旅
で
あ

り
、
そ
の
旅
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
を
経
て
、
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
に
至
っ
た
。
厳

密
に
言
え
ば
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
湖
畔
に
。

言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
時
の
「
私
」
を
始
め
と
す
る
「
私
た
ち
」
は
、
い
ず
れ
も
思
想
的
に

は
、
い
わ
ゆ
る
自
由
恋
愛
（free lo

v
e

）
の
信
奉
者
で
あ
り
、
そ
の
自
由
主
義
と
個
人
主
義
の

辿
り
着
く
先
に
、
通
例
の
結
婚
制
度
の
否
定
が
待
ち
構
え
て
い
る
の
は
、
昔
も
今
も
、
変
わ
り

が
な
い
。
私
た
ち
の
国
で
言
え
ば
、
こ
の
自・
由・
恋・
愛・
（
も
し
く
は
、
恋・
愛・
の・
自・
由・
）
と
い
う
語

の
生
ま
れ
た
、
明
治
時
代
の
末
期
か
ら
大
正
時
代
の
こ
と
を
想
い
起
せ
ば
宜
し
か
ろ
う
し
、
も

っ
と
現
代
に
引
き
付
け
れ
ば
、
そ
れ
は
一
九
六
〇
年
代
の
若
者
が
、
当
時
の
社
会
に
対
し
て
翻

し
た
反
旗
と
も
、
よ
く
似
て
い
る
。（
※
）

（
※
）
こ
の
時
の
「
私
」
を
始
め
と
す
る
「
私
た
ち
」
が
、
か
な
り
「
一
九
六
〇
年
代
の
学
生
」
に

似
て
い
る
点
は
、
例
え
ば
ポ
ー
ル
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
『
イ
ン
テ
レ
ク
チ
ュ
ア
ル
ズ
』（
一
九
九
〇

年
、
共
同
通
信
社
）
を
参
照
。
七
〇
頁
。
こ
の
類
似
性
は
、
や
が
て
本
稿
で
も
重
要
な
、
文

化
史
の
一
視
点
に
な
る
。
ち
な
み
に
、
い
わ
ゆ
る
結・
婚・
を
英
語
で
言
う
と
、
概
ね

m
a
rria

g
e

か

w
ed
d
in
g

に
な
る
が
、
前
者
は
ラ
テ
ン
語
の
夫
（m

a
ritu

s

）
が
語
源
で
、
男
の
側
の
語

で
あ
る
。
ま
た
、
後
者
は
古
英
語
の
質
草
（w

ed
d
ia
n

）
が
語
源
で
、
そ
れ
は
女
性
が
結
婚
に

際
し
て
、
身
代
金
の
代
替
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
し
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
時
代
に
、
そ
も
そ
も
「
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
」
と
い
う
物
語
は
産
み
落
と

さ
れ
、
産
声
を
上
げ
た
。
当
然
、
先
程
の
「
序
文
」
の
中
の
「
物
語
」
の
一
つ
が
、
や
が
て
二

年
後
に
な
っ
て
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、
あ
る
い
は
現
代
の
プ
ロ
メ
ー
テ
ウ
ス
』
と
い
う

名
で
出
版
さ
れ
る
、
そ
の
当
の
「
物
語
」
に
他
な
ら
な
い
。
出
版
さ
れ
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
の

ロ
ン
ド
ン
で
あ
る
。
当
時
は
、
三
巻
本
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
序
文
」
を
読
む
限
り
に
お
い
て
、
こ
の
「
序
文
」
の
中
の
「
私
」
が
作・

者・
で
あ
る
こ
と
を
、
私
た
ち
（
す
な
わ
ち
、
読・
者・
）
は
信
じ
て
疑
わ
な
い
。
作
者
と
読
者
の
、

当
然
の
取
り
決
め
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
「
序
文
」
を
書
い
た
の
は
実
は
、
作
者
で
は

な
く
、
そ
の
夫
で
あ
り
、
こ
の
「
序
文
」
の
中
に
は
「
友
人
」
と
し
て
登
場
す
る
、
パ
ー
シ
ー
・

ビ
ッ
シ
ュ
・
シ
ェ
リ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。（
※
）

（
※
）
作
者
の
夫
の（
と
言
う
よ
り
も
、
正
確
に
は
、
や
が
て
作
者
の
夫
と
な
る
）シ
ェ
リ
ー（P

ercy
 

B
y
ssh

e S
h
elley

）
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
彼
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
ロ・
マ・
ン・
主・
義・
の
詩
人

で
あ
り
、
そ
の
代
表
で
あ
っ
た
こ
と
を
押
さ
え
て
お
け
ば
、
充
分
で
あ
る
。
が
、
あ
く
ま
で

作
者
と
シ
ェ
リ
ー
の
関
係
に
即
し
て
言
え
ば
、
い
ま
だ
二
人
は
結
婚
し
て
お
ら
ず
、
い
わ
ゆ

る
愛
人
関
係
に
あ
っ
た
事
実
を
、
こ
こ
で
再
度
、
確
認
し
て
お
こ
う
。
裏
を
返
せ
ば
、
一
方

の
シ
ェ
リ
ー
に
は
歴
と
し
た
妻
が
、
こ
の
時
、
イ
ギ
リ
ス
に
残
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
そ

和
歌
山
大
学
教
育
学
部
紀
要

人
文
科
学

第
60
集
（
二
〇
一
〇
）
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の
子
供（
長
女
と
長
男
）も
。
英
語
で
は
、
こ
の
よ
う
な
関
係
は

a
d
u
ltery

や

m
isco

n
d
u
ct

と
な
り
、
日
本
語
で
は
、
不
義
、
不
貞
、
不
倫
、

要
す
る
に
姦・
通・
と
な
る
。
単
純
に
言

え
ば
、
こ
れ
は
男
が
三
人
の
女
と
邪
（
よ
こ
し
ま
）
に
通
じ
て
い
る
状
態
で
あ
る
が
、
驚
く

べ
き
こ
と
に
、
こ
の
時
の
シ
ェ
リ
ー
も
同
様
の
状
態
に
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
改

め
て
述
べ
る
。

す
な
わ
ち
、
そ
の
事
実

「
想
い
起
こ
す
こ
と
の
で
き
る
限
り
、
こ
の
序
文
は
完
全
に
夫

に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
」

を
、
は
じ
め
て
作
者
が
公
に
す
る
の
は
、
こ
の
「
序

文
」
が
書
か
れ
て
か
ら
十
四
年
後
（
刊
行
か
ら
は
、
十
三
年
後
）
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
一

九
三
一
年
の
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』（
第
三
版
）
に
、
新
た
に
書
き
加
え
ら
れ
た
「
緒
論

（in
tro
d
u
ctio

n

）」
に
お
い
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。（
※
）

（
※
）
以
下
、
一
八
三
一
年
版
の
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
か
ら
の
引
用
は
、
次
の
テ
キ
ス
ト

に
従
う
。M

a
ry
 
S
h
elley

：
F
ra
n
k
en
stein

,
ed
ited

 
b
y
 
Jo
h
a
n
n
a
 
M
.
S
m
ith
,
2n
d

 
ed
itio

n
,
2000.

な
お
、
訳
出
に
際
し
て
は
森
下
弓
子
訳
（
一
九
八
四
年
、
東
京
創
元
社
）

を
参
考
に
し
た
。
謝
意
を
表
し
た
い
。

翻
っ
て
言
え
ば
、
こ
の
物
語
が
当
初
、
産
声
を
上
げ
た
時
に
は
、
そ
こ
に
作
者（
す
な
わ
ち
、

生
み
の
親
）
の
名
は
伏
せ
ら
れ
た
ま
ま
、
た
だ
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
と
い
う
名
の
一

冊
の
（
厳
密
に
言
え
ば
、
三
冊
の
）
書
物
が
、
読
者
の
前
に
投
げ
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

要
す
る
に
、
こ
の
物
語
は
現
在
、
私
た
ち
の
知
っ
て
い
る
よ
う
な
形
で
、
私
た
ち
の
前
に
置
か

れ
て
い
た
わ
け
で
は
、
決
し
て
な
い
。
し
か
も
、
そ
の
作・
者・
未・
詳・
の
書
物
の
冒
頭
に
は
、
こ
の

物
語
の
母
な
ら
ぬ
、
父
の
手
で
「
序
文
」
が
書
か
れ
、
こ
れ
ま
た
匿
名
で
、
そ
の
ま
ま
差
し
挟

ま
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
事
実
を
始
め
と
し
て
、
こ
の
物
語
に
は
多
く
の
秘
め
ら
れ
た

出
来
事
が
、
私
た
ち
に
は
知
ら
さ
れ
な
い
ま
ま
、
密
か
に
包
み
隠
さ
れ
て
い
た
、
否
、
今
で
も

包
み
隠
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
こ
の
物
語
は
今
で
も
、
私
た
ち
に
と
っ
て
は
非

公
開
の
、
文
字
ど
お
り
の
閉・
じ・
ら・
れ・
た・
（clo

sed

）
物
語
（
す
な
わ
ち
、
秘
話
）
で
あ
る
。

三

事
実
、
こ
の
「
緒
論
」
に
出
く
わ
す
こ
と
で
、
は
じ
め
て
読
者
は
「
序
文
」
の
中
の
「
二
人

の
友
人
」
が
、
そ
の
一
人
は
前
述
の
通
り
、
作
者
の
夫
の
シ
ェ
リ
ー
で
あ
り
、
も
う
一
人
は

「
バ
イ
ロ
ン
卿
（L

o
rd
 
B
y
ro
n

）」
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
。（
※
）
先
程
の
「
序
文
」

と
、
ま
っ
た
く
同
じ
「
一
八
一
六
年
の
夏
」
で
始
ま
る
一
文
を
、
今
度
は
「
緒
論
」
の
中
か
ら

引
い
て
み
よ
う
。
主
語
は
、
今
度
は
「
私
た
ち
」
で
あ
る
。

（
※
）
こ
の
「
バ
イ
ロ
ン
卿
」
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ゴ
ー
ド
ン
・
バ
イ
ロ
ン
（G

eo
rg
e

 
G
o
rd
o
n
 
B
y
ro
n

）の
こ
と
で
あ
る
。
彼
に
つ
い
て
も
、
こ
こ
で
は
シ
ェ
リ
ー
と
同
様
の
教
科

書
風
の
押
さ
え
方

イ
ギ
リ
ス
の
ロ
マ
ン
主
義
の
詩
人
で
あ
り
、
そ
の
代
表
で
あ
っ
た
こ

と

を
踏
襲
し
て
お
け
ば
、
充
分
で
あ
る
。

一
八
一
六
年
の
夏
に
、
私
た
ち
は
ス
イ
ス
を
訪
れ
、
バ
イ
ロ
ン
卿
の
隣
人
に
な
っ
た
。
最

初
の
頃
、
私
た
ち
は
湖
上
に
舟
を
浮
か
べ
た
り
、
湖
畔
を
歩
き
回
っ
た
り
し
な
が
ら
、
楽
し

い
時
を
過
ご
し
た
。（
中
略
・
改
行
）
と
こ
ろ
が
、
そ
の
夏
は
雨
の
多
い
、
不
快
な
夏
で
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、
し
ば
し
ば
降
り
頻
る
雨
を
避
け
て
、
私
た
ち
は
何
日
間
も
家
の
中

に
閉
じ
込
も
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
時
、
ド
イ
ツ
語
か
ら
フ
ラ
ン
ス
語
に
訳
さ
れ
た
、
何
冊
か

の
幽
霊
物
語
（g

h
o
st sto

ries

）
の
本
が
、
私
た
ち
の
手
に
入
っ
た
。（
中
略
）
そ
れ
ら
の
物

語
を
、
こ
の
時
以
来
、
私
は
目
に
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
ら
の
物
語
を
読
ん
だ
時
の
思
い
出

は
、
ま
る
で
昨
日
の
出
来
事
の
よ
う
に
、
私
の
心
に
鮮
や
か
に
蘇
る
。（
改
行
）「
我
々
も
、

そ
れ
ぞ
れ
幽
霊
物
語
を
書
い
て
み
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
」
と
、
こ
の
時
、
バ
イ
ロ
ン
卿
が
言
っ

た
。
そ
し
て
、
私
た
ち
は
彼
の
提
案
に
同
意
し
た
。
そ
こ
に
は
、
私
た
ち
四
人
が
い
た
。

状
況
に
は
、
ほ
と
ん
ど
違
い
は
な
い
。「
序
文
」
も
「
緒
論
」
も
、
い
ず
れ
も
「
一
八
一
六
年

の
夏
」
が
雨
の
多
い
、
鬱
陶
し
い
夏
で
あ
り
、
そ
の
重
苦
し
さ
を
避
け
て
、
気
晴
ら
し
も
兼
ね

一
八
一
六
年
、
夏
の
夜
の
夢
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て
、
ど
う
や
ら
「
私
た
ち
」
は
「
幽
霊
物
語
」
を
読
ん
で
過
ご
し
た
よ
う
で
あ
る
。
厳
密
に
言

え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
。
ま
た
、
あ
く
ま
で
黙・
読・
で
は
な
く
、
音・
読・（
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
輪
読
）

で
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
「
緒
論
」
の
言
い
回
し
に
従
え
ば
、
そ
れ
を
読
ん
だ
の
は
実
は
、

三
人
で
は
な
く
、
さ
ら
に
「
そ
こ
に
は
、
私
た
ち
四
人
が
い
た
」
こ
と
を
、
は
じ
め
て
読
者
は

知
ら
さ
れ
る
。

そ
の
「
四
人
」
と
は
、
誰
か
。
裏
を
返
せ
ば
、
こ
こ
で
新
た
に
付
け
加
え
ら
れ
た
一
人
と
は

誰
か
。
そ
れ
は
「
緒
論
」
に
よ
れ
ば
「
今
は
亡
き
（p

o
o
r

）
ポ
リ
ド
リ
」
で
あ
っ
た
。（
※
）
言

い
換
え
れ
ば
、
こ
の
哀
れ
な
、
故
人
の
存
在
は
、
ま
っ
た
く
「
序
文
」
の
中
で
は
包
み
隠
さ
れ
、

読
者
に
は
秘
密
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
有
り
体
に
言
え
ば
、
そ
れ
は
作
者
の
夫
で

あ
る
（
と
言
う
よ
り
も
、
正
確
に
は
、
や
が
て
作
者
の
夫
と
な
る
）
シ
ェ
リ
ー
に
よ
っ
て
、
あ

え
て
企
て
ら
れ
た
非・
公・
開・
で
あ
っ
た
。

（
※
）
ジ
ョ
ン
・
ポ
リ
ド
リ
（Jo

h
n
 
P
o
lid
o
ri

）
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
彼
が
「
バ
イ
ロ
ン
卿
」

の
侍
医
で
あ
り
、
結
果
的
に
一
八
二
一
年
、
彼
が
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
で
、
自
殺
を
遂
げ

た
こ
と
だ
け
を
述
べ
て
お
く
。
享
年
、
二
十
五
歳
。
二
十
六
歳
を
目
前
に
し
て
の
死
で
あ
っ

た
。
要
す
る
に
、
そ
の
自
殺
か
ら
十
年
を
経
て
、
こ
の
「
緒
論
」
は
書
か
れ
た
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
シ
ェ
リ
ー
と
ポ
リ
ド
リ
と
の
険
悪
な
関
係
に
つ
い
て
は
、
私
た
ち
の
取
り
上
げ
て
い

る
映
画
の
中
で
も
、
そ
れ
な
り
の
形
で
仄
め
か
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
ケ
ン
・
ラ
ッ
セ
ル
の

『
ゴ
シ
ッ
ク
』
は
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
抜
か
り
が
な
い
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め

る
。

も
っ
と
も
、
そ
の
「
序
文
」
を
シ
ェ
リ
ー
が
書
い
た
時
点
（
す
な
わ
ち
、
一
八
一
七
年
の
九

月
）に
お
い
て
、
わ
ざ
わ
ざ
彼
が
ポ
リ
ド
リ
の
こ
と
を
秘
密
に
す
る
、
さ
し
た
る
理
由
は
な
か
っ

た
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
と
さ
ら
彼
が
、
こ
の
内
科
医
（p

h
y
sicia

n

）
の
こ
と
を
嫌
い
、
そ
の

存
在
を
白
眼
視
し
て
い
た
の
で
な
け
れ
ば
。
実
際
、
そ
の
「
序
文
」
の
末
尾
に
は
前
掲
の
引
用

箇
所
に
引
き
続
い
て
、
次
の
よ
う
な
明
る
い
、
爽
や
か
な
文
章
が
置
か
れ
て
お
り
、
こ
の
文
章

を
読
む
限
り
、
そ
こ
に
は
微
塵
の
不
安
も
感
じ
ら
れ
な
い
か
ら
。

し
か
し
な
が
ら
、
に
わ
か
に
天
候
は
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
、
二
人
の
友
人
は
私
を
残
し

て
、
ア
ル
プ
ス
山
脈
を
巡
る
旅
へ
と
出
掛
け
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
繰
り
広
げ
ら

れ
る
、
目
眩
（
め
く
る
め
）
く
壮
大
な
光
景
の
中
で
、
彼
ら
の
幽
霊
物
語
構
想
（g

h
o
stly

 
v
isio

n
s

）は
、
す
っ
か
り
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
結
局
、
以
下
の
物
語
が
完
成
さ
れ
た
、

た
だ
一
つ
の
物
語
で
あ
る
。

や
が
て
私
た
ち
は
、
こ
の
「
物
語
」
が
「
完
成
さ
れ
た
、
た
だ
一
つ
の
物
語
」
で
は
な
か
っ

た
こ
と
に
も
、
立
ち
会
わ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
そ
れ
は
暫
く
後
の
話
で
構
わ
な
い
。
こ
こ
で
は

結
果
的
に
、
こ
の
「
今
は
亡
き
ポ
リ
ド
リ
」
の
上
に
、
さ
ら
に
別
の
、
も
う
一
つ
の
隠・
蔽・
が
施

さ
れ
て
、
こ
の
物
語
の
非
公
開
の
状
態
が
、
他
な
ら
ぬ
作
者
自
身
の
手
に
よ
っ
て
、
よ
り
強
め

ら
れ
て
い
た
事
実
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

そ
れ
と
言
う
の
も
、
先
程
の
「
緒
論
」
の
中
の
四
人
も
実
は
、
四
人
で
は
な
く
、
そ
の
総
数

は
五・
人・
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
付
け
加
わ
る
の
は
、
作
者
の
異
母
妹

の
ク
レ
ア
・
ク
レ
ア
モ
ン
ト
で
あ
る
。（
※
）彼
女
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
私
た
ち
も
立
ち
入
っ

て
、
そ
の
役
回
り
（
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
か
な
り
重
要
な
役
回
り
）
を
、
事
細
か
に
詮
索
せ
ざ

る
を
え
な
い
が
、
少
な
く
と
も
「
緒
論
」
の
中
に
は
、
ま
た
「
序
文
」
の
中
に
も
、
彼
女
の
存

在
は
皆
無
で
あ
る
。

（
※
）
ク
レ
ア
・
ク
レ
ア
モ
ン
ト
（C

la
ire C

la
irm

o
n
t

）
の
本
名
は
、
も
と
も
と
ジ
ェ
ー
ン
・
ク

レ
ア
モ
ン
ト
（Ja

n
e C

la
irm

o
n
t

）
と
言
い
、
作
者
と
は
一
歳
違
い
の
、
一
七
九
八
年
の
生

ま
れ
で
あ
る
。
結
果
的
に
彼
女
の
母
と
、
作
者
の
父
と
が
結
婚
（
要
す
る
に
、
お
互
い
に
再

婚
）
す
る
こ
と
で
、
二
人
は
血
の
繋
が
ら
な
い
姉
妹
と
な
る
。
こ
の
「
一
八
一
六
年
の
夏
」

の
時
点
で
は
、
い
ま
だ
十
八
歳
で
あ
り
、
こ
の
五
人
の
中
で
は
最
年
少
で
あ
る
。

し
か
も
、
そ
の
異
母
妹
（h

a
lf
sister

）
の
存
在
の
皆
無
を
、
あ
え
て
選
び
取
っ
た
の
は
作
者

で
あ
り
、
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
の
異・
母・
妹・
に
対
し
て
は
異・
母・
姉・
で
あ
る
、
メ
ア
リ
ー
・
シ
ェ
リ
ー

に
他
な
ら
ず
、
彼
女
は
周
到
に
、
綿
密
に
計
算
し
た
上
で
、
そ
れ
と
も
、
は
な
は
だ
感
情
的
な
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拒
絶
反
応
と
し
て
、
こ
の
異
母
妹
の
存
在
を
テ
キ
ス
ト
（tex

t

）
と
い
う
、
文
字
ど
お
り
の
織・
り・

上・
げ・
ら・
れ・
た・
も・
の・
（tex

tu
s

）
の
中
か
ら
消
し
去
り
、
葬
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。（
※
）

（
※
）
作
者
と
ク
レ
ア
・
ク
レ
ア
モ
ン
ト
の
関
係
は
、
シ
ェ
リ
ー
と
ポ
リ
ド
リ
の
関
係
に
似
て
、
か

な
り
険
悪
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ
れ
は
基
本
的
に
、
こ
の
二
人
が
異・
母・
姉・
妹・
で
あ
る
と
同
時

に
、
ま
た
異・
父・
姉・
妹・
で
も
あ
っ
た
こ
と
に
大
き
な
理
由
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
輪
を
掛
け
て
、

こ
の
二
人
を
険
悪
な
関
係
に
陥
れ
た
の
は
、
シ
ェ
リ
ー
を
間
に
挟
ん
だ
、
お
互
い
の
男
女
関

係
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
私
た
ち
の
取
り
上
げ
て
い
る
映
画
は
事
細
か
に
、
三

人
の
愛
人
関
係
の
機
微
を
描
き
出
し
て
い
る
。『
幽
霊
伝
説
』の
場
合
は
、
は
な
は
だ
楽
天
的

に
過
ぎ
る
が
。

こ
の
よ
う
に
し
て
振
り
返
る
と
、
は
た
し
て
私
た
ち
は
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
と
い

う
作
品
を
、
ど
こ
ま
で
理
解
し
、
そ
の
成
り
立
ち
を
、
ど
こ
ま
で
把
握
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
何
よ
り
も
、
こ
の
物
語
が
一
八
一
八
年
に
出
版
さ
れ
た
時
、
そ
れ
が
当
初
は
作・
者・
不・
詳・

（a
n
o
n
y
m
o
u
s

）
の
、
匿
名
の
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
を
、
再
度
、
私
た
ち
は
想
い
起
こ
し
て
お

こ
う
。
仮
に
、
私
た
ち
が
作・
品・
に
対
す
る
前
提
と
し
て
、
そ
こ
に
作・
者・
の
存
在
を
想
定
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
に
は
作
品
と
し
て
の
、
そ
の
よ
う
な
条

件
が
抜
け
落
ち
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
作
品
が
作
品
で
あ
る
こ
と
を
、
私
た
ち
が
知
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
既
述

の
通
り
、
こ
の
作
品
の
刊
行
か
ら
数
え
て
、
十
三
年
後
の
こ
と
で
あ
る
。
と
言
う
こ
と
は
、
そ

の
十
三
年
間
、
こ
の
作
品
は
親
無
し
子
（
と
言
う
よ
り
も
、
捨・
て・
子・
）
の
境
遇
に
置
か
れ
て
い

た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
境
遇
に
よ
っ
て
、
こ
の
作
品
は
独
り
歩
き
を
始
め
る
運
命
と
、
そ
し
て

同
時
に
、
そ
の
権
利
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。（
※
）

（
※
）
厳
密
に
言
え
ば
、
こ
の
作
品
が
当
初
、
一
定
の
範
囲
の
読
者
に
は
、
作
者
を
推
定
し
う
る
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
推
定
が
単
純
に
、
そ
の
ま
ま
正・
解・
で
あ

る
と
は
限
ら
な
い
。
そ
の
証
拠
に
、
こ
の
よ
う
な
作
者
と
し
て
第
一
に
、
察
し
を
付
け
ら
れ

て
い
た
の
は
シ
ェ
リ
ー
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
、
そ
の
当
の
シ
ェ
リ
ー
自
身
が
最
初
に
、
こ
の

作
品
の
批・
評・
（O
n
 
F
ra
n
k
en
stein

）
を
書
い
て
い
る
の
も
、
言
わ
ば
読
者
の
目
を
欺
き
、

作
者
の
正
体
を
覚
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ

る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
と
い
う
作
品
に
は
、
い
ま
だ
近

代
的
な
意
味
で
の
作
品
（
ひ
い
て
は
、
作
者
や
読
者
）
の
概
念
が
、
そ
の
ま
ま
当
て
嵌
ま
ら

な
い
点
が
あ
る
。

四

さ
て
、
こ
の
辺
り
で
少
し
、
話
を
映
画
に
戻
し
て
お
く
。
映
画
の
方
は
、
三
本
共
に
同
じ
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
で
あ
る
。（
※
）
そ
こ
で
は
、
い
ず
れ
も
作
者
を
始
め
と
す
る
三
人
（
す
な
わ
ち
、
メ

ア
リ
ー
と
シ
ェ
リ
ー
と
ク
レ
ア
）
が
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
を
訪
れ
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
湖
畔
（
す

な
わ
ち
、
レ
マ
ン
湖
畔
）
の
バ
イ
ロ
ン
の
館
に
辿
り
着
く
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
に
は
ポ
リ
ド
リ

の
姿
も
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。

全
員
で
五・
人・
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
そ
こ
に
は
『
フ
ラ
ン

ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
の
「
序
論
」
と
「
緒
論
」
に
お
い
て
施
さ
れ
て
い
た
、
隠
蔽
も
排
除
も
、

ま
っ
た
く
加
え
ら
れ
て
い
な
い
か
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
こ
に
は
実
は
、

一
人
だ
け
、
描
き
込
ま
れ
て
い
な
い
人
物
が
残
さ
れ
て
い
た
。
作
者
の
息
子
の
ウ・
ィ・
リ・
ア・
ム・
で

あ
る
。

（
※
）
唯
一
、
違
っ
た
始
ま
り
方
を
す
る
の
は
『
幻
の
城
』
で
あ
る
。
こ
の
映
画
だ
け
は
、
最
初
に

作
者
（
す
な
わ
ち
、
語
り
手
）
が
登
場
し
、
彼
女
は
北・
極・
海・
を
航
行
す
る
舟
の
中
に
い
る
。

こ
の
場
面
に
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
も
と
も
と
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
が
同
海
を

舞
台
に
し
た
枠・
物・
語・
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
影
を
落
と
し
て
い
る
。

既
述
の
通
り
、
こ
の
息
子
は
生
後
、
わ
ず
か
四
箇
月
の
状
態
で
、
こ
の
時
、
作
者
の
腕
に
抱

か
れ
て
ド
ー
ヴ
ァ
ー
海
峡
を
渡
り
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
フ
ラ
ン
ス
へ
、
そ
し
て
ス
イ
ス
へ
と
、
向

か
っ
て
い
る
。
再
度
、
彼
ら
が
イ
ギ
リ
ス
に
帰
り
着
く
の
は
八
月
の
終
わ
り
で
あ
っ
た
か
ら
、

こ
の
四
箇
月
の
間
、
母
と
子
は
旅
の
空
の
下
で
、
絶
え
ず
一
緒
に
い
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

一
八
一
六
年
、
夏
の
夜
の
夢
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な
に
し
ろ
、
こ
の
子
は
文
字
ど
お
り
の
嬰
児
（
す
な
わ
ち
、
乳・
飲・
み・
子・
）
で
あ
っ
た
か
ら
。
そ

の
意
味
に
お
い
て
、
こ
の
物
語
に
は
六・
人・
目・
の
、
も
う
一
人
の
存
在
が
含
ま
れ
て
お
り
、
ス
イ

ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
湖
畔
で
「
一
八
一
六
年
の
夏
」
を
過
ご
し
た
の
は
、
合
わ
せ
て
六
人
の
メ
ン

バ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。（
※
）

（
※
）
さ
ら
に
言
え
ば
、
そ
れ
は
六・
人・
半・
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
時
の
ク
レ
ア

の
体
内
に
は
、
す
で
に
「
バ
イ
ロ
ン
卿
」
の
子
が
宿
さ
れ
て
い
た
か
ら
。
こ
の
子
は
翌
年
、

帰
国
後
の
イ
ギ
リ
ス
で
生
ま
れ
、
ク
ラ
ラ
・
ア
レ
グ
ラ
（C

la
ra
 
A
lleg

ra

）
と
い
う
名
を
与

え
ら
れ
た
。
私
た
ち
の
取
り
上
げ
て
い
る
映
画
の
中
で
も
、
こ
の
子
は
重
要
な
役
回
り
を
与

え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
三
本
の
映
画
の
中
で
は
、
そ
の
よ
う
な
乳
飲
み
子
の
存
在
が
、
ま
っ
た
く

画
面
か
ら
は
払
拭
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
ど
こ
に
も
、
こ
の
子
の
姿
は
見
え
な
い
し
、
ど
こ

か
ら
も
、
こ
の
子
の
泣
き
声
は
聞
こ
え
な
い
。
何
故
な
の
か
。

お
そ
ら
く
、
そ
れ
は
乳・
飲・

み・
子・
と
い
う
存
在
が
、
こ
の
「
一
八
一
六
年
の
夏
」
に
は
相
応
し
く
な
い
、
あ
る
種
の
異・
物・
で

あ
り
、
そ
の
異
物
を
意
識
下
に
沈
め
、
潜
め
る
こ
と
で
、
は
じ
め
て
「
一
八
一
六
年
の
夏
」
は

成
り
立
ち
う
る
、
は
な
は
だ
繊
細
な
（
と
言
う
よ
り
も
、
見
方
に
よ
っ
て
は
脆
弱
な
）
性
格
を

抱
え
込
ん
で
い
た
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
。
生
ま
れ
て
間
も
な
い
、
乳
飲
み
子
の
泣
き
声
は
、

こ
の
「
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
誕
生
秘
話
」
を
突
き
破
り
、
引
き
裂
き
兼
ね
な
い
、
あ
る
種

の
生・
命・
力・
（v

ita
lity

）
を
兼
ね
備
え
て
い
る
。（
※
）

（
※
）
生
命
力
を
、
こ
の
「
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
」
と
い
う
物
語
に
即
し
て
言
え
ば
、
よ
り
適

切
な
の
は

v
ita
l en

erg
y

や

v
ita
l fo

rce

と
い
う
表
現
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
の
、
い
わ
ゆ

る
エ・
ネ・
ル・
ギ・
ー・
は
ギ
リ
シ
ア
語
（en

erg
eia

）
に
ま
で
遡
り
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
以
来
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
哲
学
の
根
本
概
念
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
語
が
一
八
〇
七
年
、
す
な
わ
ち
、

こ
の
「
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
」
と
い
う
物
語
の
誕
生
す
る
、
わ
ず
か
十
年
ば
か
り
前
に

な
っ
て
、
は
じ
め
て
ト
マ
ス
・
ヤ
ン
グ
（T

h
o
m
a
s Y

o
u
n
g

）
の
『
自
然
哲
学
講
義
』
の
中

に
用
い
ら
れ
、
そ
れ
ま
で
の
フ・
ォ・
ー・
ス・
に
取
っ
て
代
わ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
に
お
い

て
、
こ
の
「
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
」
と
い
う
物
語
に
は
、
当
時
の
物
理
学
を
始
め
と
す

る
、
科
学
史
の
文
脈
の
中
に
置
き
換
え
な
け
れ
ば
、
理
解
で
き
な
い
点
が
多
い
。

も
っ
と
も
、
そ
の
よ
う
な
生
命
力
と
は
裏
腹
に
、
こ
の
乳
飲
み
子
自
身
は
突
然
、
こ
の
三
年

後
に
は
儚
（
は
か
な
）
く
、
夭
逝
を
遂
げ
て
し
ま
う
運
命
を
背
負
っ
て
い
た
。（
※
）
場
所
は
再

び
、
旅
の
空
の
下
の
ロ
ー
マ
で
あ
る
。
こ
の
時
、
ま
た
し
て
も
作
者
は
二
人
の
子
供
を
携
え
て
、

イ
ギ
リ
ス
か
ら
フ
ラ
ン
ス
へ
、
そ
し
て
イ
タ
リ
ア
へ
と
旅
を
続
け
、
こ
の
悲
劇
に
遭
遇
す
る
。

旅
立
ち
の
日
は
、
奇
し
く
も
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
の
刊
行
さ
れ
た
、
そ
の
当・
日・
（
三

月
十
一
日
）
で
あ
っ
た
。
振
り
返
れ
ば
、
こ
の
長
男
が
生
前
、
生
ま
れ
故
郷
の
イ
ギ
リ
ス
に
い

た
時
間
は
、
た
か
だ
か
二
年
に
も
満
た
な
い
。

（
※
）
私
た
ち
の
取
り
上
げ
て
い
る
映
画
の
中
で
、
ま
っ
た
く
作
者
の
息
子
（
ウ
ィ
リ
ア
ム
）
が
姿

を
見
せ
な
い
の
は
、
た
だ
『
幽
霊
伝
説
』
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
二
本
に
は
、
こ
の
息

子
の
夭
逝
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
そ
れ
な
り
に
跡
付
け
ら
れ
て
い

る
。『
ゴ
シ
ッ
ク
』
で
は
、
作
者
の
予
見
す
る
未
来
の
中
で
。『
幻
の
城
』
で
は
、
こ
の
作
品

を
一
貫
し
て
流
れ
る
、
水
と
死
の
親・
近・
性・
の
中
で
。
な
お
、
乳
飲
み
子
は
英
語
で
言
え
ば
、

n
u
rslin

g

（
す
な
わ
ち
、
養
い
、
守
ら
れ
る
べ
き
も
の
）
と
も
、in

fa
n
t

（
す
な
わ
ち
、
話
さ

な
い
も
の
）と
も
呼
ば
れ
る
が
、
日
本
語
で
言
え
ば
赤・
児・
や
緑・
児・
と
な
り
、
あ
る
種
の
水
を
、

そ
こ
に
連
想
さ
せ
る
点
で
は
共
通
で
あ
る
。
赤
は
、
赤
い
血
を
。
緑
は
水
の
、
瑞
々
（
み
ず

み
ず
）
し
い
様
を
。

も
う
一
人
の
子
供
と
は
、
作
者
の
次
女
の
、
ク
ラ
ラ
・
エ
ヴ
リ
ー
ナ
（C

la
ra
 
E
v
erin

a

）
の

こ
と
で
あ
る
。（
※
）
こ
の
娘
は
、
作
者
が
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
を
執
筆
中
に
身
籠
り
、

そ
の
完
成
後
に
生
ま
れ
た
娘
で
あ
り
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
ほ
と
ん
ど
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
』
の
誕
生
と
同
時
進
行
で
、
こ
の
世
に
生
を
享
け
た
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の

娘
も
何
と
、
そ
の
寿
命
は
一
年
余
り
の
短
さ
で
あ
っ
た
。

（
※
）
彼
女
（
ク
ラ
ラ
・
エ
ヴ
リ
ー
ナ
）
は
、
作
者
の
長
女
で
は
な
く
、
次
女
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

作
者
に
は
一
八
一
五
年
に
月
足
ら
ず
で
生
ま
れ
、
ま
も
な
く
死
亡
し
た
、
最
初
の
娘
が
い
た

和
歌
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か
ら
で
あ
る
。
無
論
、
シ
ェ
リ
ー
と
の
間
に
生
ま
れ
た
娘
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
娘
の
、

名
は
無
い
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
次
女
は
長
男
（
ウ
ィ
リ
ア
ム
）
に
先
立
っ
て
、
イ
タ
リ
ア
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
で
病
没
し
、
帰
ら
ぬ
人
と
な
る
。
一
八
一
八
年
の
秋
の
出
来
事
で
あ
る
。
先
程
と
同
じ
言
い

回
し
を
繰
り
返
せ
ば
、
こ
の
娘
も
生
前
、
生
ま
れ
故
郷
の
イ
ギ
リ
ス
に
い
た
時
間
は
、
た
か
だ

か
半
年
を
越
え
る
程
度
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
繰
り
返
す
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
か
ら
八
箇
月
を

過
ぎ
た
頃
、
悲
劇
の
幕
引
き
も
済
ま
ぬ
内
に
、
今
度
は
ロ
ー
マ
で
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
短
い
命
が

燃
え
尽
き
る
。
熱
病
の
よ
う
で
あ
る
。

作
者
の
生
涯
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
母
と
子
の
関
係
は
、
血
み
ど
ろ
の
、
驚
く
べ
き

苦
難
の
連
続
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
悲
惨
な
経
験
が
、
ほ
と
ん
ど
私
た
ち
の
想
像
を
超
え
た

も
の
で
あ
る
こ
と
も
否
め
な
い
。
い
っ
た
い
誰
が
、
立
て
続
け
に
幼
い
我
が
子
、
三
人
の
死
を
、

こ
と
さ
ら
想
像
し
う
る
で
あ
ろ
う
か
。
一
人
目
は
生
後
十
日
を
過
ぎ
た
ば
か
り
。
二
人
目
は
、

わ
ず
か
に
一
歳
。
三
人
目
は
、
よ
う
や
く
三
歳
。（
※
）

（
※
）
こ
の
よ
う
な
悲
劇
の
背
景
に
、
当
時
の
過
酷
な
旅
行
事
情
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い

が
、
そ
れ
を
差
し
引
い
て
も
、
な
お
作
者
（
と
言
う
よ
り
も
、
作
者
の
夫
）
の
激
情
や
、
そ

の
行
き
当
り
ば
っ
た
り
の
行
動
（
要
す
る
に
、
愚
行
）
に
は
、
理
解
を
絶
す
る
点
が
多
い
。

こ
の
よ
う
な
悲
劇
の
背
景
と
、
そ
こ
か
ら
作
者
の
第・
二・
作・
（『
マ
チ
ル
ダ
』）
が
産
み
落
と
さ

れ
る
経
緯
に
つ
い
て
は
、
モ
ネ
ッ
ト
・
ヴ
ァ
カ
ン
『
メ
ア
リ
ー
・
シ
ェ
リ
ー
と
フ
ラ
ン
ケ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
』（
一
九
九
一
年
、
パ
ピ
ル
ス
）を
参
照
。
八
九
頁
以
下
。
残
念
な
が
ら
、
私
た

ち
の
国
で
『
マ
チ
ル
ダ
』
の
邦
訳
は
、
い
ま
だ
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
実
に
奇
妙
な
こ
と
に
「
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
」
と
い
う
物
語
に
は
、
そ
の

よ
う
な
作
者
の
経
験
を
先
取
り
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
そ
れ
を
見
越
し
て
い
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
、
と
思
わ
せ
る
節
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
人
間
の
能・
力・
（
英
語
で
言
え
ば
、a

b
ility

や

fa
cu
lty

で
は
な
く
、ca

p
a
city

と
し
て
の
能
力
）
を
、
あ
え
て
私
た
ち
が
予・
見・
と
呼
ぶ
こ
と

も
、
許
さ
れ
る
か
の
よ
う
に
。
も
っ
と
も
、
そ
の
よ
う
な
能
力
を
再
度
、
英
語
で
言
え
ば
、
そ

れ
は

fo
resee

で
は
な
く
、
む
し
ろ

fo
resh

a
d
o
w

で
あ
っ
た
ろ
う
が
。

例
え
ば
、
こ
の
物
語
に
お
い
て
も
主
人
公
（
す
な
わ
ち
、
ヴ
ィ
ク
タ
ー
・
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
）
に
は
ウ・
ィ・
リ・
ア・
ム・
と
い
う
名
の
弟
が
お
り
、
こ
の
弟
が
怪
物
（
モ
ン
ス
タ
ー
）
の
「
最

初
の
生
贄
（first v

ictim

）
」
に
な
る
こ
と
で
、
主
人
公
と
怪
物
と
の
間
の
復・
讐・
合・
戦・
は
開
始

さ
れ
る
。（
※
）
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
物
語
が
堰
を
切
っ
て
流
れ
出
す
た
め
に
は
、
こ
の
弟
を

こ
そ
、
血
祭
り
に
上
げ
る
必
要
が
あ
っ
た
。

（
※
）
こ
の
物
語
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
に
復・
讐・
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
単
な
る
仕・
返・
し・
や
仇・
討・
ち・
の

こ
と
で
は
な
い
。
原
文
で
は
、
こ
れ
が

rev
en
g
e

や

v
en
g
ea
n
ce

と
い
う
語
で
表
現
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
語
源
は
、
ラ
テ
ン
語
（v

in
d
ica
re

）
に
ま
で
遡
る
。
そ
し
て
、
そ
の
意
味
は

復
讐
す
る
側
と
復
讐
さ
れ
る
側
と
の
間
で
、
お
互
い
の
正・
当・
性・
を
立
証
し
合
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
こ
の
物
語
は
主
人
公
（
ひ
い
て
は
、
人
間
）
と
怪
物
と
が
、
お

互
い
の
正・
当・
性・
を
立
証
し
合
う
物
語
で
も
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
物
語
の
本
質
を
、
こ
の

よ
う
な
復・
讐・
と
い
う
点
か
ら
捉
え
直
し
、
映
画
化
し
た
の
が
、
一
九
九
四
年
の
『
フ
ラ
ン
ケ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
で
あ
り
、
監
督
と
主
演
（
す
な
わ
ち
、
主
人
公
役
）
は
ケ
ネ
ス
・
ブ
ラ
ナ
ー

（K
en
n
eth

 
B
ra
n
a
g
h

）、
怪
物
役
は
ロ
バ
ー
ト
・
デ
・
ニ
ー
ロ
（R

o
b
ert D

e N
iro

）
で

あ
る
。
こ
の
映
画
は
、
こ
と
さ
ら
題
名
が
『
メ
ア
リ
ー
・
シ
ェ
リ
ー
の
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
』
と
名
付
け
ら
れ
て
お
り
、
従
来
の
「
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
」
映
画
に
比
べ
れ
ば
、

は
る
か
に
原
作
に
忠
実
で
あ
る
。
同
様
の
作
品
に
は
、
さ
ら
に
一
九
九
三
年
と
二
〇
〇
四
年

の
、
い
ず
れ
も
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
者
の
監
督
は
、

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ウ
イ
ッ
ケ
ス
（D

a
v
id
 
W
ick

es

）、
後
者
の
監
督
は
、
ケ
ヴ
ィ
ン
・
コ
ナ
ー

（K
ev
in
 
C
o
n
n
o
r

）。

何
故
、
こ
の
時
、
わ
ざ
わ
ざ
作
者
は
主
人
公
の
弟
に
対
し
て
、
み
ず
か
ら
の
息
子
と
同
じ
名

を
与
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
も
、
た
ち
ま
ち
物
語
か
ら
姿
を
消
し
て
し
ま
う
役
目
を
負
わ

せ
て
。
当
然
、
こ
の
時
、
作
者
の
執
筆
の
傍
ら
に
は
、
そ
の
同
じ
名
の
息
子
（
ウ
ィ
リ
ア
ム
）

が
、
乳
飲
み
子
の
状
態
で
、
時
に
は
寝
息
を
立
て
、
ま
た
、
時
に
は
泣
き
声
を
上
げ
て
い
た
は

一
八
一
六
年
、
夏
の
夜
の
夢
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ず
で
あ
る
。

そ
の
息
が
、
そ
の
声
が
、
作
者
の
耳
に
届
か
な
か
っ
た
は
ず
は
な
い
。
多
分
、

一
八
一
六
年
の
冬
か
ら
、
翌
年
に
掛
け
て
の
風
景
で
あ
る
。

五

言
う
ま
で
も
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
命・
名・
（d

en
o
m
in
a
tio
n

）
は
人
間
に
と
っ
て
、
は
な
は
だ
人

間
的
な
行
為
で
あ
る
と
同
時
に
、
き
わ
め
て
親
に
固
有
の
、
親
で
あ
る
こ
と
の
証
（
あ
か
し
）

と
な
る
、
特
権
的
な
行
為
で
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
な
に
し
ろ
、
そ
の
権
威
の
延
長
線
上
に

は
他
な
ら
ぬ
、
神
（G

o
d

）
が
位
置
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
。（
※
）
神
は
命
名
し
、
親
も
命

名
す
る
。
し
か
し
、
子
は
命
名
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

（
※
）
こ
の
神
は
、
さ
し
あ
た
り
キ
リ
ス
ト
教
の
神
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
神
で
は
な
い
。
例
え

ば
、
典
型
的
な
『
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
』
の
冒
頭
を
想
い
起
こ
し
た
い
。「
初
め
に
言
（
こ

と
ば
）
が
あ
っ
た
。
言
は
神
と
共
に
あ
っ
た
。
言
は
神
で
あ
っ
た
」（
日
本
聖
書
協
会
訳
）。

『
聖
書
』
の
中
に
は
、
こ
の
よ
う
な
神
の
姿
が
随
所
に
現
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
神

と
人
の
、
言
い
換
え
れ
ば
、
親
と
子
の
関
係
は
、
そ
も
そ
も
普
遍
的
な
性
格
の
も
の
で
あ
り
、

キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
特
定
の
、
特
殊
な
宗
教
の
枠
を
超
え
て
い
る
。

そ
の
点
で
、
ふ
た
た
び
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
物
語
を
作
者
が
自
分
自
身
の
「
子
」
と
見
な

し
、
こ
の
物
語
と
自
分
自
身
の
関
係
を
、
他
な
ら
ぬ
親
と
子
の
関
係
と
し
て
捉
え
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
再
度
、
こ
こ
で
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
の
「
緒
論
」
の
末
尾
か
ら
、
こ
の
物

語
を
作
者
が
「
醜
い
我
が
子
」
と
呼
び
、
そ
の
「
子
」
に
対
し
て
、
み
ず
か
ら
の
愛
情
を
吐
露

し
て
い
る
箇
所
を
引
い
て
み
よ
う
。

そ
し
て
今
、
も
う
一
度
、
私
は
恐
る
べ
き
、
こ
の
醜
い
我
が
子（m

y
 
h
id
eo
u
s p

ro
g
en
y

）

を
世
に
送
り
出
し
、
そ
の
成
長
を
祈
る
。
こ
の
子
に
対
し
て
、
私
は
愛
情
を
抱
い
て
い
る
。

そ
れ
と
言
う
の
も
、
こ
の
子
は
私
の
幸
福
な
日
々
が
産
み
出
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
。
そ

の
頃
は
死
も
、
深
い
悲
し
み
も
、
私
に
は
単
な
る
言
葉
に
過
ぎ
ず
、
そ
れ
ら
の
言
葉
が
私
の

心
に
、
本
当
に
鳴
り
響
く
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
本
の
ペ
ー
ジ
を
捲
る
と
、
そ
こ

に
は
私
が
独
り
ぼ
っ
ち
で
は
な
か
っ
た
頃
の
、
幾
つ
も
の
散
歩
や
、
幾
つ
も
の
旅
や
、
幾
つ

も
の
会
話
が
、
次
々
と
声
を
弾
ま
せ
る
。

こ
の
よ
う
な
親
と
子
の
関
係
が
、
そ
も
そ
も
「
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
」
と
い
う
物
語
の

核
（n

u
cleu

s

）
で
あ
り
、
そ
の
核
か
ら
次
々
と
、
こ
の
物
語
は
分
裂
を
繰
り
返
し
、
増
殖
し
て

ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

あ
た
か
も
一
つ
の
細
胞
（cell

）
か
ら
、
新
た
な
細
胞
が
産
み
出
さ
れ

る
か
の
よ
う
に
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
文
字
ど
お
り
の
生・
命・
現・
象・
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
必
然
的
に

生・
と
死・
と
、
そ
し
て
人
間
の
場
合
に
は
、
性・
の
姿
が
あ
っ
た
。（
※
）

（
※
）
人
間
に
は
、
生
（life

）
が
あ
る
か
ら
、
死
（d

ea
th

）
が
あ
る
の
で
な
く
、
性
（sex

）
が
あ

る
か
ら
、
死
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
押
さ
え
て
お
か
な
い
と
、
そ
も
そ
も
「
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ

ュ
タ
イ
ン
」
と
い
う
物
語
の
作
者
が
、
な
ぜ
女・
性・
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
こ
の
物
語
の
主

人
公
も
怪
物
（
モ
ン
ス
タ
ー
）
も
、
な
ぜ
男・
性・
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
理
解
は
片
手
落
ち
に

な
ら
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
ひ
い
て
は
、
こ
の
怪
物
の
伴
侶
（
す
な
わ
ち
、
女・
性・
の・
怪・

物・
）
が
、
な
ぜ
物
語
の
中
で
主
人
公
（
と
言
う
よ
り
も
、
作
者
）
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
る
に

至
っ
た
の
か
も
。

事
実
、
こ
の
よ
う
な
親
と
子
の
関
係
は
、
単
に
作
者
と
作
品
の
関
係
に
と
っ
て
の
み
、
興
味

深
い
ば
か
り
で
な
く
、
作
者
自
身
の
出
生
を
振
り
返
る
時
に
も
、
は
な
は
だ
興
味
深
い
視
点
を

私
た
ち
に
提
供
し
て
く
れ
る
。
そ
れ
と
言
う
の
も
、
そ
も
そ
も
作
者
が
実
際
に
、
あ
る
意
味
に

お
け
る
親・
無・
し・
子・
の
境
遇
を
、
幼
女
時
代
に
お
い
て
も
少
女
時
代
に
お
い
て
も
、
そ
の
体
験
の

核
と
し
て
生
ま
れ
、
育
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
っ
た
か
ら
。

そ
も
そ
も
、
こ
の
作
者
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
、
ほ
と
ん
ど
母
と
の
繋
が
り
が
断
ち
切
ら
れ
て

い
た
。
一
七
九
七
年
、
八
月
三
十
日
に
彼
女
は
生
ま
れ
る
。
彼
女
の
母
は
、
当
時
の
有
名
な
女

性
解
放
論
者
（
す
な
わ
ち
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
）
で
あ
り
、
哲
学
者
で
も
教
育
者
で
も
小
説
家
で

和
歌
山
大
学
教
育
学
部
紀
要

人
文
科
学

第
60
集
（
二
〇
一
〇
）
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も
あ
っ
た
、
メ
ア
リ
ー
・
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
で
あ
る
。（
※
）
こ
の
時
、
す
で
に
年
齢
は
三

十
八
歳
に
達
し
て
お
り
、
二
度
目
の
結
婚
で
あ
っ
た
。

（
※
）
メ
ア
リ
ー
・
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
（M

a
ry
 
W
o
llsto

n
ecra

ft

）
は
、
す
で
に
一
九
六
〇

年
代
以
降
、
私
た
ち
の
国
で
も
紹
介
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
、
一
般
の
読
者

に
は
影
が
薄
い
。
彼
女
の
生
涯
と
業
績
に
つ
い
て
は
、
ク
レ
ア
・
ト
マ
リ
ン
『
メ
ア
リ
ー
・

ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
生
と
死
』（
一
九
八
九
年
、
勁
草
書
房
）
を
参
照
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
母
は
彼
女
を
産
み
落
と
し
て
か
ら
、
わ
ず
か
十
日
後
に
は
帰
ら
ぬ
人
と
な

っ
て
し
ま
う
。
原
因
は
、
ど
う
や
ら
産
褥
熱
の
よ
う
で
あ
る
。
結
果
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
娘

（
す
な
わ
ち
、
作
者
）
に
は
、
ま
っ
た
く
母
の
記
憶
も
、
面
影
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
強
い
て

捜
し
求
め
れ
ば
、
彼
女
の
誕
生
の
前
年
、
画
家
の
ジ
ョ
ン
・
オ
ー
ピ
ー
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
、

母
の
肖
像
画
を
通
じ
て
の
面
影
で
あ
っ
た
ろ
う
。（
※
）

（
※
）
ジ
ョ
ン
・
オ
ー
ピ
ー
（Jo

h
n
 
O
p
ie

）
と
作
者
の
母
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
『
メ
ア

リ
ー
・
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
生
と
死
』
を
参
照
。
な
お
、
こ
の
画
家
は
当
時
の
代
表
的

な
肖
像
画
家
の
一
人
で
あ
る
が
、
よ
り
作
者
の
母
（
ひ
い
て
は
、
作
者
）
と
関
係
が
深
い
の

は
、
や
は
り
ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ュ
ー
ス
リ
（H

en
ry
 
F
u
seli

）
の
方
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
彼

の
代
表
作
の
『
夢
魔
』（
ナ
イ
ト
メ
ア
）
は
、
私
た
ち
の
取
り
上
げ
て
い
る
映
画
の
中
で
も
、

ケ
ン
・
ラ
ッ
セ
ル
の
『
ゴ
シ
ッ
ク
』
と
、
イ
ヴ
ァ
ン
・
パ
ッ
セ
ル
の
『
幽
霊
伝
説
』
に
お
い

て
、
き
わ
め
て
重
要
な
位
置
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
点
も
含
め
て
、
広
く
イ
ギ
リ
ス
絵

画
と
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
と
の
繋
が
り
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
た
い
。

も
っ
と
も
、
そ
れ
は
彼
女
ば
か
り
か
、
彼
女
の
異・
父・
姉・
の
フ
ァ
ニ
ー
に
と
っ
て
も
、
そ
れ
ほ

ど
事
情
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
母
に
は
三
歳
に
な
る
、
す
で
に

娘
が
お
り
、
作
者
の
父
と
の
結
婚
は
、
前
述
の
通
り
、
二
度
目
の
結
婚
で
あ
っ
た
。
最
初
の
結

婚
生
活
は
、
ア
メ
リ
カ
人
の
ギ
ル
バ
ー
ト
・
イ
ム
レ
イ
と
の
間
に
始
ま
る
。（
※
）
フ
ァ
ニ
ー
の

誕
生
す
る
、
そ
の
前
年
（
一
八
九
三
年
）
の
こ
と
で
あ
る
。

（
※
）
ギ
ル
バ
ー
ト
・
イ
ム
レ
イ
（G

ilb
ert Im

la
y

）
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
立
ち
入
ら
な
い
。

精
々
、
こ
の
男
が
ア
メ
リ
カ
の
独
立
戦
争
に
参
加
し
、
退
役
後
は
冒
険
家
と
な
り
、
ア
メ
リ

カ
の
西
部
を
探
索
、
や
が
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
渡
り
、
ど
う
や
ら
材
木
商
を
営
ん
で
い
た
ら
し

い
、
と
い
う
程
度
の
情
報
で
充
分
で
あ
る
。
そ
れ
以
上
に
、
作
者
の
母
の
側
か
ら
見
て
、
付

け
加
え
る
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
彼
が
長
身
の
、
い
わ
ゆ
る
美・
男・
子・
で
あ
っ
た
こ

と
と
、
二
冊
ば
か
り
の
著
作
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
年
齢
は
作
者
の
母
よ
り
五
歳
年

長
で
あ
っ
た
。
意
外
な
よ
う
で
は
あ
る
が
、
肝
心
な
の
は
彼
が
、
ア
メ
リ
カ
人
で
あ
っ
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
と
は
文
字
ど
お
り

の
新・
天・
地・
で
あ
り
、
自
由
の
代
名
詞
で
あ
っ
た
か
ら
。

こ
の
時
、
作
者
の
母
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
か
ら
、
わ
ず
か
四
年
後
の
パ
リ
に
行
き
、
そ
こ
で
知

り
合
っ
た
、
こ
の
冒・
険・
家・
と
恋
に
落
ち
る
。（
※
）
も
と
も
と
、
彼
女
の
女
性
解
放
論
の
根
幹
に

は
自
由
主
義
が
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
を
男
女
の
恋
愛
関
係
に
当
て
嵌
め
れ
ば
、
当
然
、
自
由
恋

愛
の
立
場
を
採
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
結
婚
は
法
律
上
の
、
制
度
上
の
結
婚

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
実
質
上
の
結
婚
で
あ
っ
た
。
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
こ
の
結
婚
は
惨

憺
た
る
状
況
に
、
作
者
の
母
を
追
い
込
む
こ
と
に
な
る
。
や
が
て
夫
は
冒
険
家
ら
し
く
、
ほ
と

ん
ど
家
に
は
寄
り
付
か
な
く
な
り
、
と
う
と
う
愛
人
を
作
っ
て
、
家
を
出
て
行
く
始
末
で
あ
る
。

最
終
的
に
、
作
者
の
母
が
選
び
取
っ
た
の
は
、
二
度
に
及
ぶ
自
殺
未
遂
で
あ
っ
た
。

（
※
）
こ
こ
で
冒
険
家
（a

d
v
en
tu
rer

）
と
い
う
語
を
使
っ
た
の
は
、
ギ
ル
バ
ー
ト
・
イ
ム
レ
イ
が

実
際
に
、
冒
険
家
で
あ
っ
た
の
か
、
ど
う
か
の
問
題
で
は
な
く
、
む
し
ろ
枠
物
語
と
し
て
の

『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
に
は
、
そ
の
語
り
手
（
の
一
人
）
に
、
ロ
バ
ー
ト
・
ウ
ォ
ル

ト
ン（R

o
b
ert W

a
lto
n

）と
い
う
冒・
険・
家・
が
選
ば
れ
て
い
る
点
を
、
注
意
し
て
お
き
た
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
そ
も
そ
も
冒
険
（a

d
v
en
tu
re

）
の
最
た
る
も
の
に
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
場
合
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
降・
臨・
（A

d
v
en
t

）
が
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
も

と
も
と
冒
険
に
は
何
か
の
、
あ
る
い
は
誰
か
の
、
出
現
や
到
来
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
時
に
、
作
者
の
母
と
父
は
ロ
ン
ド
ン
で
出
会
い
、
や
が
て
一
七
九
七
年
、
こ
の

二
人
は
結
婚
す
る
。
今
度
は
、
正
式
に
。
父
（
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
）
の
方
は
、
母
よ

一
八
一
六
年
、
夏
の
夜
の
夢
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り
三
歳
年
長
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
初
婚
で
あ
る
。
彼
も
当
時
の
有
名
な
哲
学
者
で
あ
り
、
ま

た
小
説
家
で
あ
っ
た
。
特
に
知
ら
れ
て
い
た
の
は
、
そ
の
無・
政・
府・
主・
義・
者・
（
す
な
わ
ち
、
ア
ナ

キ
ス
ト
）
し
て
の
面
で
あ
る
。（
※
）

（
※
）
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
（W

illia
m
 
G
o
d
w
in

）
に
つ
い
て
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ウ
ド
コ
ッ

ク
『
ア
ナ
キ
ズ
ム
』（
一
九
六
八
年
、
紀
伊
国
屋
書
店
）
を
参
照
。
彼
の
主
著
で
あ
る
『
政
治

的
正
義
論
』（T

h
e E

n
q
u
iry
 
C
o
n
cern

in
g
 
th
e P

rin
cip
les o

f P
o
litica

l Ju
stice

,

a
n
d
 
its In

flu
en
ce o

n
 
G
en
era

l V
irtu

e a
n
d
 
H
a
p
p
in
ess

）
は
、
す
で
に
戦
前
か
ら
、

私
た
ち
の
国
で
も
何
種
類
か
の
邦
訳
が
出
て
い
る
。
た
だ
し
、
む
し
ろ
近
年
に
な
っ
て
注
目

さ
れ
て
い
る
の
は
推・
理・
小・
説・
（『
ケ
レ
イ
ブ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
』）
の
方
で
あ
り
、
こ
の
点
に

も
私
た
ち
の
国
の
、
お
国
柄
が
表
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
自

身
は
、
自
分
の
こ
と
を
一
度
も
ア
ナ
キ
ス
ト
（a

n
a
rch

ist

）
と
呼
ん
だ
こ
と
が
な
い
。

一
方
、
母
の
方
の
主
著
に
は
『
女
性
の
権
利
の
擁
護
』
が
あ
り
、
今
で
は
、
す
で
に
フ
ェ
ミ

ニ
ズ
ム
の
古
典
の
地
位
を
手
に
入
れ
て
い
る
。（
※
）
ち
な
み
に
、
こ
の
著
作
が
出
版
さ
れ
た
年

（
一
七
九
二
年
）
に
、
ち
ょ
う
ど
生
ま
れ
た
の
が
シ
ェ
リ
ー
で
あ
り
、
既
述
の
通
り
、
や
が
て

彼
は
作
者
の
夫
に
な
る
。
二
人
が
結
婚
す
る
の
は
、
正
式
に
は
一
八
一
六
年
の
冬
で
あ
り
、
こ

の
年
も
押
し
詰
ま
っ
た
、
十
二
月
三
十
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
※
）『
女
性
の
権
利
の
擁
護
』（A

 
V
in
d
ica
tio
n
 
o
f th

e R
ig
h
ts o

f W
o
m
a
n

）
は
、
す
で
に

私
た
ち
の
国
で
も
二
種
類
の
邦
訳
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
「
擁
護
」
と
い
う
語
を
用
い
て
、

メ
ア
リ
ー
・
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
生
涯
を
辿
り
直
し
て
い
る
も
の
に
は
、
以
下
の
浩
瀚

な
伝
記
が
あ
る
。L
y
n
d
a
ll G

o
rd
o
n
：
V
in
d
ica
tio
n
,
A
 
L
ife o

f M
a
ry
 
W
o
llsto

n
e-

cra
ft ,

2005.

な
お
、
い
わ
ゆ
る
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
（fem

in
ism

）
と
い
う
語
自
体
は
、
十
九

世
紀
の
後
半
に
な
ら
な
い
と
登
場
し
な
い
。
そ
の
限
り
で
言
え
ば
、
作
者
の
母
は
フ
ェ
ミ
ニ

ス
ト
（fem

in
ist

）
で
は
な
い
。

六

た
だ
し
、
こ
の
結
婚
に
は
二
つ
の
、
不
幸
な
自・
殺・
が
引
き
金
に
な
っ
て
い
る
。
順
次
、
遡
っ

て
お
く
と
、
一
つ
目
は
シ
ェ
リ
ー
の
妻
の
、
ハ
リ
エ
ッ
ト
の
自
殺
で
あ
る
。（
※
）
す
な
わ
ち
、

こ
の
最
初
の
妻
が
溺
死
体
に
な
っ
て
、
ロ
ン
ド
ン
の
「
蛇
池
」（S

erp
en
tin
e

）
に
浮
か
び
上
が

る
こ
と
で
、
は
じ
め
て
作
者
は
、
シ
ェ
リ
ー
の
二
度
目
の
結
婚
相
手
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
。

結
婚
式
か
ら
遡
る
こ
と
、
二
十
日
前
の
出
来
事
で
あ
る
。

（
※
）
シ
ェ
リ
ー
の
妻
の
、
ハ
リ
エ
ッ
ト
・
ウ
ェ
ス
ト
ブ
ル
ッ
ク
（H

a
rriet W

estb
ro
o
k

）
は
、

一
八
一
一
年
に
十
六
歳
の
若
さ
で
、
こ
れ
ま
た
若
い
、
十
九
歳
の
シ
ェ
リ
ー
と
結
婚
し
、
そ

の
後
、
一
八
一
三
年
に
娘
を
生
み
、
翌
年
に
息
子
を
生
ん
で
い
る
。
亡
く
な
っ
た
時
に
も
、

い
ま
だ
二
十
一
歳
の
若
さ
で
あ
っ
た
。
な
お
、
彼
女
の
遺
体
は
死
後
、
三
週
間
を
経
過
し
て

発
見
さ
れ
、
そ
の
体
内
に
は
、
シ
ェ
リ
ー
で
は
な
い
別
の
男
の
、
子
が
宿
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。

二
つ
目
は
、
先
程
、
そ
の
名
を
挙
げ
た
、
作
者
の
母
の
最
初
の
娘
（
フ
ァ
ニ
ー
）
の
自
殺
で

あ
る
。
原
因
は
、
よ
く
分
か
ら
な
い
。
が
、
そ
こ
に
は
シ
ェ
リ
ー
の
影
が
拭
い
難
く
纏
わ
り
付

い
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
有
り
体
に
言
え
ば
、
シ
ェ
リ
ー
と
フ
ァ
ニ
ー
と
の
間
に
も
、

作
者
と
同
様
の
自・
由・
恋・
愛・
が
介
在
し
、
そ
れ
が
フ
ァ
ニ
ー
を
、
こ
こ
で
も
二
十
二
歳
と
い
う
若

い
死
に
導
い
た
原
因
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。（
※
）

（
※
）
フ
ァ
ニ
ー
（F

a
n
n
y

）
は
、
正
式
に
は
、
フ
ラ
ン
セ
ス
・
イ
ム
レ
イ
（F

ra
n
ces Im

la
y

）
と

言
い
、
作
者
の
母
が
ア
メ
リ
カ
人
の
父
と
出
会
い
、
彼
女
を
産
ん
だ
場
所
で
あ
る
フ・
ラ・
ン・
ス・

を
、
そ
の
名
に
刻
み
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
だ
け
で
も
、
彼
女
は
一
方
で
異
父
妹
の

作
者
と
も
、
ま
た
、
一
方
で
異
母
妹
の
ク
レ
ア
と
も
、
切
り
離
さ
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
な

お
、
私
た
ち
の
取
り
上
げ
て
い
る
映
画
の
中
で
、
こ
の
フ
ァ
ニ
ー
が
登
場
す
る
の
は
、
わ
ず

か
に
『
幻
の
城
』
の
み
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
シ
ェ
リ
ー
の
最
初
の
妻
の
ハ
リ
エ
ッ
ト
の
姿

は
、
ど
の
映
画
の
画
面
に
も
描
き
込
ま
れ
て
い
な
い
。
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こ
の
よ
う
に
し
て
、
作
者
が
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
の
作
者
と
な
る
前
後
に
は
、
数

多
く
の
死
が
、
彼
女
の
生
の
中
に
（
そ
れ
と
も
、
彼
女
の
生
と
共
に
）
産
み
出
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
例
外
的
に
、
こ
の
よ
う
な
夭・
逝・
の
連
鎖
か
ら
解
き
放
た
れ
、
そ
れ
な
り
の
長
い
人
生
を

全
う
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
さ
し
あ
た
り
子
供
に
話
を
限
れ
ば
、
彼
女
の
次
男
（
パ
ー

シ
ー
・
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
）
の
み
で
あ
る
。

こ
の
次
男
は
、
既
述
の
次
女
（
ク
ラ
ラ
・
エ
ヴ
リ
ー
ナ
）
と
長
男
（
ウ
ィ
リ
ア
ム
）
の
相
次

ぐ
死
の
間
に
、
作
者
が
身
籠
り
、
や
が
て
イ
タ
リ
ア
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
産
み
落
と
し
た
子
で

あ
っ
て
、
文
字
ど
お
り
に
パ
ー
シ
ー
・
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
（P

ercy
 
F
lo
ren

ce

）
の
名
を
与
え
ら

れ
て
い
る
。（
※
）
作
者
の
産
ん
だ
、
合
わ
せ
て
四
人
の
子
供
の
内
で
は
、
こ
の
次
男
だ
け
が
長

命
で
あ
り
、
や
が
て
祖
父（
す
な
わ
ち
、
シ
ェ
リ
ー
の
父
）の
跡
を
継
い
で
、
准
男
爵（B

a
ro
n
et

）

の
位
を
手
に
入
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
八
四
四
年
、
二
十
五
歳
の
折
に
、
こ
の
次
男
は
結
果
的

に
、
サ
ー
（S

ir

）
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
※
）
今
度
は
、
こ
の
子
は
作
者
の
父
の
名
で
は
な
く
、
作
者
の
夫
の
名
を
、
そ
の
ま
ま
引
き
継
い

で
い
る
。
生
年
は
一
八
一
九
年
、
没
年
は
一
八
八
九
年
。
享
年
、
七
十
歳
。
本
稿
の
登
場
人

物
の
中
で
は
、
最
も
遅
く
ま
で
、
生
き
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
、
一
八
八
九
年
は

振
り
返
れ
ば
、
ち
ょ
う
ど
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
百・
周・
年・
に
当
た
る
年
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
こ
の
授
爵
に
は
当
然
な
が
ら
、
作
者
の
夫
の
シ
ェ
リ
ー
が
一
度
目
の
結
婚
で
妻

（
ハ
リ
エ
ッ
ト
）
と
の
間
に
授
か
り
、
そ
の
ま
ま
イ
ギ
リ
ス
に
残
し
て
い
た
長
男
（
チ
ャ
ー
ル

ズ
・
ビ
ッ
シ
ュ
・
シ
ェ
リ
ー
）
の
方
が
、
優
先
権
の
点
で
は
上
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
長

男
は
一
八
二
六
年
、
十
二
歳
を
目
前
に
控
え
て
、
突
然
の
病
死
を
遂
げ
て
し
ま
う
。
ど
う
や
ら

死
因
は
、
肺
結
核
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
結
果
、
こ
う
し
て
作
者
の
次
男
に
授
爵
の
条
件
は
転
が

り
込
む
。
も
っ
と
も
、
そ
の
条
件
に
は
厳
密
に
言
え
ば
、
も
う
一
つ
、
作
者
の
夫
の
シ
ェ
リ
ー

の
死
が
前
提
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
い
く
ら
彼
が
、
す
で
に
相
続
権
を
放
棄
し
て
い
た
、
と

は
言
っ
て
も
。（
※
）

（
※
）
一
八
一
五
年
、
二
十
三
歳
の
折
に
、
シ
ェ
リ
ー
は
父
と
協
議
の
上
、
准
男
爵
の
相
続
権
を
放

棄
し
て
い
る
。
思
想
的
に
言
え
ば
、
そ
れ
は
家
督
相
続
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
る
、
世
襲
財

産
制
度
へ
の
批
判
の
た
め
で
あ
っ
た
。
見
返
り
に
は
一
時
金
（
七
千
四
百
ポ
ン
ド
）
と
年
金

（
千
ポ
ン
ド
）
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
結
果
的
に
、
こ
の
年
金
の
大
半
は
作
者
の
父

（
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
）
の
手
に
渡
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
が
。

た
だ
し
、
こ
の
条
件
も
実
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
整
え
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
長
男

（
チ
ャ
ー
ル
ズ
）
の
死
に
先
立
つ
四
年
前
、
翻
っ
て
言
え
ば
、
作
者
の
長
男
（
ウ
ィ
リ
ア
ム
）

の
死
か
ら
は
三
年
後
、
次
女
（
ク
ラ
ラ
・
エ
ヴ
リ
ー
ナ
）
の
死
か
ら
は
四
年
後
、
い
ま
だ
三
十

歳
に
も
達
し
な
い
若
さ
で
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
作
者
の
夫
の
シ
ェ
リ
ー
は
突
然
、
不
慮
の
死

を
遂
げ
る
こ
と
に
な
る
。
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
の
上
梓
か
ら
数
え
れ
ば
、
こ
れ
も
四

年
後
、
こ
の
死
は
急
に
、
嵐
と
共
に
訪
れ
た
。

ま
さ
し
く
「
エ
ア
リ
エ
ル
」（A

riel

）
と
共

に
。（
※
）

（
※
）
一
八
二
二
年
、
シ
ェ
リ
ー
は
イ
タ
リ
ア
で
溺
死
す
る
。
場
所
は
、
斜
塔
で
有
名
な
ピ
サ
に
近

い
、
リ
ボ
ル
ノ
（
レ
グ
ホ
ー
ン
）
沖
の
ス
ペ
ツ
ィ
ア
湾
で
あ
る
。
そ
こ
で
彼
は
、
ま
だ
新
造

の
ヨ
ッ
ト
に
乗
っ
て
航
行
中
、
暴
風
雨
に
見
舞
わ
れ
、
帰
ら
ぬ
人
と
な
る
。
こ
の
ヨ
ッ
ト
は
、

も
と
も
と
シ
ェ
リ
ー
が
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
『
嵐
（
テ
ン
ペ
ス
ト
）』
に
因
ん
で
「
エ
ア
リ
エ

ル
」（
大
気
の
精
）
と
名
付
け
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
結
果
的
に
は
「
バ
イ
ロ
ン
卿
」
の
案
が

通
っ
て
、
そ
の
名
の
通
り
の
「
ド
ン
・
ジ
ュ
ア
ン
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、

私
た
ち
の
取
り
上
げ
て
い
る
映
画
の
中
で
も
、
シ
ェ
リ
ー
の
死
は
『
ゴ
シ
ッ
ク
』
と
『
幻
の

城
』
に
お
い
て
描
か
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
後
者
は
、
そ
の
火・
葬・
の
場
面
に
ま
で
立
ち
入
っ

て
い
る
。

振
り
返
れ
ば
、
最
初
に
作
者
が
シ
ェ
リ
ー
と
出
会
う
の
は
、
一
八
一
二
年
の
十
五
歳
の
時
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
時
の
シ
ェ
リ
ー
に
は
、
既
述
の
通
り
、
す
で
に
妻
が
い
た
。
シ
ェ
リ
ー
の
方

は
、
作
者
よ
り
五
歳
年
長
で
、
ち
ょ
う
ど
二
十
歳
に
な
る
。
そ
し
て
、
や
が
て
二
人
が
熱
烈
な

恋
に
落
ち
る
の
は
、
そ
れ
か
ら
二
年
後
、
繰
り
返
す
ま
で
も
な
く
、
こ
の
二
人
の
関
係
は
、
い

わ
ゆ
る
愛
人
関
係
に
他
な
ら
な
い
。

一
八
一
六
年
、
夏
の
夜
の
夢
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し
か
も
、
こ
の
二
人
を
出
会
わ
せ
、
結
果
的
に
愛
人
関
係
に
陥
ら
せ
た
の
が
、
そ
も
そ
も
作

者
の
父
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
名
（G

o
d
w
in

）
の
意
味
す
る
方
向
と
は
逆
に
、
過
激
な
無・
神・
論・

者・
の
代
表
と
し
て
知
ら
れ
、
当
時
の
若
者
（
と
り
わ
け
、
ロ
マ
ン
主
義
の
信
奉
者
）
に
絶
大
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
で
あ
っ
た
の
は
、
皮
肉
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
と
も
、
そ
れ
は
運
命
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。（
※
）

（
※
）
私
た
ち
の
取
り
上
げ
て
い
る
映
画
の
中
で
は
、
残
念
な
が
ら
、
こ
の
無
神
論
者
が
登
場
す
る

の
は
『
幻
の
城
』
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
も
、
ま
さ
し
く
鉄
面
皮
に
、
繰
り
返
し
シ
ェ
リ
ー
か

ら
金
を
貪
り
取
る
姿
で
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
姿
に
も
拘
ら
ず
、
例
え
ば
若
い
日
の
ワ
ー

ズ
ワ
ー
ス
に
も
、
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
に
も
、
彼
の
思
想
的
影
響
は
絶
大
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
、

忘
れ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
（S

a
m
u
el T

a
y
lo
r C

o
lerid

g
e

）

の
「
老
水
夫
の
歌
」
は
、
こ
の
無
神
論
者
の
サ
ロ
ン
で
朗
読
さ
れ
、
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
、

や
が
て
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
の
本
文
中
に
も
、
そ
の
一
節
が
引
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
な
お
、
コ
ー
ル
リ
ッ
ジ
以
外
に
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
の
本
文
中
に
引
用
さ

れ
て
い
る
詩
人
は
、
直
接
的
に
は
、
シ
ェ
リ
ー
と
ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
の
二
人
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
こ
の
無
神
論
者
は
意
外
に
も
、
そ
の
信
奉
者
の
一
人（
す
な
わ
ち
、
シ
ェ
リ
ー
）

と
、
彼
の
自
由
恋
愛
の
相
手
（
す
な
わ
ち
、
み
ず
か
ら
の
娘
）
の
交
際
を
、
ま
っ
た
く
認
め
な

い
ば
か
り
か
、
こ
の
信
奉
者
が
サ
ロ
ン
に
出
入
り
す
る
こ
と
を
、
禁
じ
る
挙
に
出
た
か
ら
で
あ

る
。
理
由
は
単
純
に
、
こ
の
信
奉
者
が
既・
婚・
者・
（m

a
rried

）
で
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

要
す
る
に
、
こ
の
無
神
論
者
は
正
直
に
、
は
な
は
だ
正
直
に
、
み
ず
か
ら
の
体
面（
い
わ
ゆ
る
、

世
間
体
）
を
守
ろ
う
と
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
は
若
い
、
こ
の
二
人
の
恋

人
に
と
っ
て
は
、
暴
挙
以
外
の
何
物
で
も
な
か
っ
た
。
な
に
し
ろ
、
そ
の
年
齢
は
作
者
に
至
っ

て
は
、
い
ま
だ
十
七
歳
で
あ
る
。

結
果
、
こ
の
時
の
二
人
が
選
び
取
っ
た
の
は
、
こ
こ
で
も
駆・
け・
落・
ち・
で
あ
っ
た
。
言
い
換
え

れ
ば
、
こ
の
二
人
の
逃
避
行
（ru

n
 
a
w
a
y

）
は
一
八
一
四
年
の
夏
の
、
こ
の
時
が
一
度
目
の
逃

避
行
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
「
一
八
一
六
年
の
夏
」
は
、
二
度
目
の
逃
避
行
に
当
た

る
。
そ
し
て
、
こ
の
時
の
二
人
に
も
、
ま
っ
た
く
共
通
の
同
行
者
（
す
な
わ
ち
、
ク
レ
ア
・
ク

レ
ア
モ
ン
ト
）
が
伴
わ
れ
て
お
り
、
し
か
も
、
こ
の
時
の
作
者
の
体
内
に
は
、
シ
ェ
リ
ー
と
の

間
の
、
最
初
の
子
ま
で
宿
さ
れ
て
い
た
。（
※
）

（
※
）
こ
の
時
の
、
一
度
目
の
逃
避
行
に
つ
い
て
は
、
作
者
自
身
の
記
録
（『
六
週
間
の
旅
日
記
』）

が
公
刊
さ
れ
て
お
り
、
題
名
の
通
り
に
六
週
間
に
及
ぶ
、
こ
の
旅
の
全
行
程
を
跡
付
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
主
た
る
目
的
地
は
、
こ
の
時
も
ス・
イ・
ス・
で
あ
っ
た
。
そ
れ
も
、
ス
イ
ス
の
建

国
の
英
雄
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
テ
ル
（W

ilh
elm

 
T
ell

）
の
足
跡
を
訪
ね
る
こ
と
に
、
彼
ら

の
目
的
は
置
か
れ
て
い
た
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
英
雄
（
ヒ
ー
ロ
ー
）
の
英
語
読

み
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
テ
ル
で
あ
り
、
こ
の
ウ・
ィ・
リ・
ア・
ム・
は
、
当
時
、
ロ
マ
ン
主
義
の
信
奉

者
に
と
っ
て
、
自・
由・
と
独・
立・
の
偶
像
（
ア
イ
ド
ル
）
に
等
し
い
存
在
で
あ
っ
た
。
逸
早
く
、

こ
の
英
雄
を
戯
曲
化
し
、
そ
の
姿
に
肉
付
け
を
施
し
た
の
は
シ
ラ
ー
（F

ried
rich

 
v
o
n

 
S
ch
iller

）
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
作
品
（『
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
テ
ル
』）
も
一
八
〇
四
年
、
こ
の

逃
避
行
の
十
年
前
に
、
す
で
に
初
演
を
迎
え
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
が
シ
ラ
ー
の
最

後
の
完
成
作
に
は
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
。
な
お
、
シ
ラ
ー
自
身
に
は
一
度
と
し
て
、
ス
イ
ス

へ
の
旅
の
経
験
は
な
い
。

七

哀
れ
に
も
、
こ
の
娘
は
翌
年
に
月
足
ら
ず
で
生
ま
れ
、
そ
の
名
も
無
く
、
死
ん
で
ゆ
く
こ
と

に
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
も
は
や
繰
り
返
さ
な
い
。
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
こ

で
も
作
者
が
親
と
子
（
す
な
わ
ち
、
父
と
子
）
の
関
係
の
中
で
、
父
を
離
れ
、
父
を
置
き
去
り

に
し
て
、
父
の
勢・
力・
圏・
か
ら
の
逃
避
行
を
企
て
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
は
た
し
て
作
者
に
と
っ

て
、
父
と
は
如
何
な
る
存
在
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。（
※
）

（
※
）
父
と
い
う
語
の
語
源
を
遡
る
と
、
英
語
（fa

th
er

）
の
場
合
は
ギ
リ
シ
ア
語
（p

a
ter

）
に
ま

で
辿
り
着
き
、
そ
の
原
義
は
多
分
、
食
べ
物
を
与
え
る
人
（
裏
を
返
せ
ば
、
呉
れ
る
人
）
で

和
歌
山
大
学
教
育
学
部
紀
要

人
文
科
学

第
60
集
（
二
〇
一
〇
）
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あ
っ
た
。
こ
の
点
で
は
、
漢
字
の
父
（
フ
・
ホ
）
に
も
一
脈
、
通
じ
る
面
が
あ
る
か
も
知
れ

な
い
。
漢
字
で
は
、
こ
の
字
は
斧
を
手
に
持
つ
人
の
姿
を
指
し
示
し
て
い
た
か
ら
。
一
方
、

日
本
語
の
場
合
は
、
そ
の
最
古
の
表
記
（
い
わ
ゆ
る
、
万
葉
仮
名
）
か
ら
推
し
量
れ
ば
、
ど

う
や
ら
父
（
ち
ち
）
は
知
知
（
ち
ち
）
の
よ
う
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
父

に
は
不
可
欠
の
要
素
と
し
て
、
広
い
意
味
で
の
知
（
ち
）
が
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る

で
あ
ろ
う
。

既
述
の
通
り
、
作
者
が
生
ま
れ
落
ち
た
時
、
そ
の
誕
生
と
引・
き・
換・
え・
で
あ
る
か
の
よ
う
に
し

て
、
作
者
の
母
は
帰
ら
ぬ
人
と
な
る
。
父
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
が
再
婚
を
す
る
の
は

一
八
〇
一
年
の
暮
れ
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
時
点
で
数
え
れ
ば
、
い
ま
だ
作
者
は
四
歳

で
あ
る
。
物
心
が
付
い
た
か
、
付
か
ぬ
か
の
頃
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
再
婚
相
手
の
メ
ア

リ
ー
・
ジ
ェ
ー
ン
・
ク
レ
ア
モ
ン
ト
（M

a
ry
 
Ja
n
e C

la
irm

o
n
t

）
と
の
折
り
合
い
も
あ
っ
て
、

作
者
は
一
八
一
二
年
の
十
五
歳
の
時
か
ら
、
二
年
近
く
ロ
ン
ド
ン
を
離
れ
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
の
知
人
（
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
バ
ク
ス
タ
ー
）
の
家
に
預
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
振
り
返
れ
ば
、

作
者
が
最
初
に
シ
ェ
リ
ー
と
出
会
い
、
恋
に
落
ち
る
の
も
、
そ
の
よ
う
な
時
期
の
こ
と
で
あ
っ

た
。（
※
）

（
※
）
作
者
の
第
二
の
母
（
い
わ
ゆ
る
、
継・
母・
）
に
つ
い
て
は
、
彼
女
が
甚
だ
し
い
継・
母・
根・
性・
の
持

ち
主
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
書
き
留
め
て
お
け
ば
、
事
は
足
り
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
継
母

の
側
か
ら
見
れ
ば
、
や
は
り
作
者
は
先
妻
（
す
な
わ
ち
、
メ
ア
リ
ー
・
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ

ト
）
の
面
影
を
湛
え
た
、
か
な
り
手
懐
け
難
い
娘
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
疑
い
が
な
い
。
な
に

し
ろ
、
こ
の
娘
は
頻
繁
に
、
今
は
亡
き
母
の
墓
を
訪
ね
、
そ
の
墓
の
傍
ら
で
母
の
遺
作
を
読

み
耽
る
、
い
か
に
も
付
き
合
い
辛
い
娘
で
あ
っ
た
か
ら
。
ち
な
み
に
、
こ
の
墓
の
傍
ら
で
、

作
者
と
シ
ェ
リ
ー
は
結
婚
の
契
り
を
交
わ
す
こ
と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
も
っ
ぱ
ら
作
者
の
幼
女
時
代
、
少
女
時
代
を
通
じ
て
、
と
り
わ
け
教
育
面
で

は
、
父
の
影
響
力
は
絶
大
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
点
で
、
彼
女
は
目
の
前
に
存
在
す
る

父
と
、
そ
の
父
の
物・
語・
る・
母・
（
す
な
わ
ち
、
目
の
前
に
は
存
在
し
な
い
母
）
を
通
し
て
、
人
格

形
成
の
大
部
分
を
終
え
る
こ
と
に
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。（
※
）
単
純
に
見
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な

父
と
娘
の
関
係
が
、
複
雑
で
、
険
悪
な
も
の
に
な
る
理
由
は
な
い
が
、
仮
に
理
由
が
あ
る
と
す

れ
ば
、
そ
れ
は
父
と
娘
の
間
に
、
い
わ
ゆ
る
近・
親・
に
特
有
の
、
愛
（
い
つ
く
）
し
み
と
憎
し
み

と
が
、
交
差
し
た
場
合
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

（
※
）
作
者
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
父
と
母
の
関
係
は
、
一
口
で
言
え
ば
、
現
存
（p

resen
t

）
の

父
と
不
在
（a

b
sen

t

）
の
母
、
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
学
校
用
語
を
宛
が
え
ば
、
い
つ
も
父

は
作
者
の
目
の
前
に
出・
席・
し
て
お
り
、
逆
に
母
は
作
者
か
ら
離
れ
て
、
遠
く
に
存
在
し
て
い

る
、

要
す
る
に
、
母
は
欠・
席・
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
欠
席
は
作
者
に
と
っ
て
、
単

な
る
出
席
以
上
の
出
席
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
欠
席
と
出
席
の
間
を
取
り
持
っ
た
の
が
、

父
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
母
の
評
伝
（『
メ
ア
リ
ー
・
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
思
い
出
』）
で

あ
っ
た
。
こ
の
評
伝
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
私
た
ち
の
国
で
も
邦
訳
が
出
て
い
る
。

そ
の
意
味
に
お
い
て
、
興
味
深
い
こ
と
に
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
と
い
う
作
品
に
は
、

そ
れ
が
日
の
目
を
見
た
時
、
最
初
の
ペ
ー
ジ
を
捲
る
と
以
下
の
よ
う
な
、
ジ
ョ
ン
・
ミ
ル
ト
ン

（Jo
h
n
 
M
ilto

n

）
の
『
失
楽
園
（P

a
ra
d
ise L

o
st

）』
の
一
節
が
引
か
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は

神
に
よ
っ
て
創
造
さ
れ
た
「
最
初
の
人
間
」（
す
な
わ
ち
、
ア
ダ
ム
）
の
悲
痛
な
叫
び
と
、
神
へ

の
哀
切
な
訴
え
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。（
※
）

（
※
）
こ
の
引
用
句
は
、
ミ
ル
ト
ン
の
『
失
楽
園
』
の
第
十
巻
（
七
四
三
行
｜
七
四
五
行
）
が
出
典

で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
一
箇
所
、
原
文
か
ら
抜
け
落
ち
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
以
下
の
引
用

句
で
言
え
ば
、
三
行
目
に
は
本
来
、
そ
こ
に
「（
暗
闇
か
ら
私
を
連
れ
出
し
て
）
こ・
の・
楽・
園・
に・

住・
ま・
わ・
せ・
て・
（
い
た
だ
き
た
い
と
）」
と
い
う
一
節
が
、
差
し
挟
ま
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

主
よ
、
あ
な
た
に
私
が
、
懇
願
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
、

土
塊
（
つ
ち
く
れ
）
か
ら
私
を
、
人
の
形
に
作
り
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
。

暗
闇
か
ら
私
を
連
れ
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
、

あ
な
た
に
私
が
、
懇
願
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

一
八
一
六
年
、
夏
の
夜
の
夢
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言
う
ま
で
も
な
く
、
ア
ダ
ム
（A

d
a
m

）
は
神
に
よ
っ
て
「
土
塊
」
か
ら
産
み
出
さ
れ
た
後
、

そ
の
名
を
与
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
命
名
行
為
に
よ
っ
て
神
は
、
文
字
ど
お
り
の
「
創
造

主
（M

a
k
er

）」
に
な
る
と
同
時
に
、
ア
ダ
ム
に
と
っ
て
は
「
父
な
る
神
」
と
も
な
っ
た
。
余
り

に
も
有
名
な
『
聖
書
』
の
冒
頭
（『
創
世
記
』）
の
記
述
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
引
用
句
を
通

じ
て
、
そ
も
そ
も
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
と
い
う
作
品
の
主
題
に
は
、
文
字
ど
お
り
の

楽・
園・
喪・
失・
が
宛
が
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
読
者
は
理
解
（
と
言
う
よ
り
も
、
予
見
）
す
る
。
と

こ
ろ
が
、
こ
の
引
用
句
に
引
き
続
い
て
、
見
返
し
の
ペ
ー
ジ
に
は
次
の
よ
う
な
、
今
度
は
作
者

の
献
辞
が
乗
せ
ら
れ
て
い
た
。

『
政
治
的
正
義
論
』『
ケ
レ
イ
ブ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
』
等
の
著
者

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
に

こ
れ
ら
三
巻
の
書
物
は

謹
ん
で
捧
げ
ら
れ
る

著
者
よ
り

こ
の
献
辞
と
、
先
程
の
『
失
楽
園
』
の
一
節
を
、
ど
の
よ
う
に
読
者
は
受
け
取
り
、
結
び
付

け
る
で
あ
ろ
う
か
。
当
然
、
読
者
は
『
失
楽
園
』
の
引
用
句
の
中
の
「
主
」
と
、
献
辞
の
中
の

「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
」
と
が
、
ま
っ
た
く
同
一
の
存
在
で
は
な
い
に
せ
よ
、
か
な
り

類
似
の
、
近
似
の
存
在
と
し
て
受
け
取
り
、
結
び
付
け
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
言
い
換
え
れ

ば
、
こ
こ
に
は
神
と
人
の
関
係
を
、
そ
の
ま
ま
父
と
子
の
関
係
に
置
き
換
え
る
、
あ
る
種
の
先

入
観
（p

reju
d
ice

）
が
差
し
挟
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

と
言
う
こ
と
は
、
そ
れ
が
文
字
ど
お
り
の
先・
行・
判・
断・
に
な
れ
ば
、
こ
の
際
の
作
者
と
「
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
」
の
関
係
を
、
そ
の
ま
ま
父
と
子
の
関
係
と
し
て
捉
え
る
可
能
性
も
、

充
分
に
残
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
何
故
か
読
者
は
、
そ
の
作
者
を
「
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
」
の
子
（
す
な
わ
ち
、
娘
）
で
あ
る
メ
ア
リ
ー
・
シ
ェ
リ
ー
に
、
重
ね
合

わ
せ
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

何
故
な
の
か
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
時
点
に
お
い
て
作
者
は
匿
名
で
あ
り
、
誰
な
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
け
れ

ど
も
、
こ
こ
ま
で
作
者
の
推
定
が
可
能
な
よ
う
に
見
え
な
が
ら
、
そ
れ
が
結
果
的
に
は
、
不
可

能
で
あ
っ
た
理
由
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
単
純
に
、
こ
の
よ
う
な
物
語
が
若
い
女
の
産
み

出
し
た
も
の
で
あ
る
は
ず
が
な
い
、
と
い
う
単
純
な
、
こ
れ
ま
た
先
入
観
の
影
響
が
大
で
あ
っ

た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。（
※
）

（
※
）
当
時
、
十
九
世
紀
の
前
半
に
お
い
て
、
い
ま
だ
女
性
が
執
筆
活
動
を
す
る
こ
と
、
要
す
る
に
、

作
家
に
な
る
こ
と
は
禁
忌
（
タ
ブ
ー
）
に
等
し
い
行
為
で
あ
っ
た
。
い
わ
ん
や
、
そ
れ
が
死

体
を
繋
ぎ
合
わ
せ
、
人
工
的
に
人
間
（
す
な
わ
ち
、
人
造
人
間
）
を
創
造
す
る
、
い
わ
ゆ
る

狂・
人・
科・
学・
者・
（
マ
ッ
ド
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
）
の
物
語
で
あ
れ
ば
。
ち
な
み
に
、
タ
ブ
ー

（ta
b
o
o

）
と
は
元
来
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
語
（ta

b
u

）
に
由
来
し
、
あ
る
何
か
が
、
そ
の
超
自
然

的
な
力
の
た
め
に
、
近
付
く
こ
と
や
、
手
に
触
れ
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
て
い
る
状
態
を
指
し

示
し
、
そ
の
ま
ま
訳
せ
ば
「
神
聖
な
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。

そ
の
意
味
に
お
い
て
、
こ
の
作
品
が
当
初
、
十
九
歳
の
作
者
に
よ
っ
て
構
想
さ
れ
、
二
十
一

歳
の
作
者
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
存
外
、
私
た
ち
の
創
造
す
る
以
上
に
、
大
き
な
意

味
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
れ
が
後
年
、
三
十
四
歳
の
作
者
を
し
て
、
こ
の
作

品
を
父
に
献
じ
、
こ
の
作
品
に
父
の
名
を
掲
げ
た
ま
ま
、
こ
の
作
品
の
作
者
と
し
て
の
、
ま
さ

し
く
自・
己・
告・
白・
を
果
た
さ
せ
た
原
因
（
と
言
う
よ
り
も
、
遠
因
）
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

ふ
た
た
び
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
の
「
緒
論
」
を
引
く
と
、
ど
う
や
ら
「
当
時
、
若
い

娘
（y

o
u
n
g
 
g
irl

）
で
あ
っ
た
私
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
あ
れ
ほ
ど
恐
ろ
し
い
考
え
を
思
い
付

き
、
膨
ら
ま
す
に
至
っ
た
の
か
」
と
、
し
ば
し
ば
作
者
は
尋
ね
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

な
る
ほ
ど
、
こ
の
時
点
に
お
い
て
作
者
が
、
す
で
に
夫
の
シ
ェ
リ
ー
を
失
い
、
三
人
の
子
も

失
い
、
ほ
と
ん
ど
人
生
の
悲
哀
と
苦
汁
の
大
半
を
嘗
め
尽
く
し
て
い
た
点
は
、
既
述
の
通
り
で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
時
の
作
者
に
は
逆
に
、
唯
一
の
肉・
親・
（b

lo
o
d

 
rela

tio
n

）と
し
て
残
さ
れ
て
い
た
父
と
子
の
関
係
が
、
掛
け
替
え
の
な
い
も
の
と
し
て
意
識
さ
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れ
、
自
覚
さ
れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
も
っ
と
も
、
厳
密
に
言
え
ば
、
こ
の
よ
う
な

父
と
子
の
承・
認・
の
時
点
に
お
い
て
も
、
い
ま
だ
作
者
は
自
分
自
身
の
頭
文
字
（
イ
ニ
シ
ア
ル
）

に
よ
る
表
記
（M

.W
.S
.

）
で
登
場
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
翻
っ
て
言
え
ば
、
こ
の
作
品
に
お
い

て
唯
一
人
、
そ
の
名
が
フ
ル
・
ネ
ー
ム
で
表
記
さ
れ
、
省
略
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
父
で
あ
っ

た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』

の
第
三
版
（
と
言
う
よ
り
も
、
決
定
版
）
の
出
版
か
ら
五
年
後
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ゴ
ド
ウ
ィ
ン

は
八
十
歳
で
、
天
寿
を
全
う
す
る
。
一
八
三
六
年
、
作
者
の
母
の
死
か
ら
数
え
れ
ば
、
実
に
三

十
五
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

八

さ
て
、
こ
の
辺
り
で
再
度
、
映
画
の
話
を
差
し
挟
ん
で
お
き
た
い
。
も
と
も
と
『
フ
ラ
ン
ケ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
と
い
う
作
品
は
、
そ
れ
が
作
者
不
詳
の
、
匿
名
の
物
語
で
あ
っ
た
分
、
言
わ

ば
最
初
か
ら
、
独
り
歩
き
を
始
め
る
運
命
と
、
そ
し
て
同
時
に
、
そ
の
権
利
を
持
っ
て
い
た
こ

と
に
な
る
、
と
本
稿
（
第
三
節
）
で
は
述
べ
た
。
事
実
、
こ
の
物
語
は
出
版
後
、
わ
ず
か
五
年

後
（
一
八
二
三
年
）
に
は
舞
台
上
に
姿
を
見
せ
、
格
好
の
演
劇
（
ド
ラ
マ
）
の
材
料
を
提
供
し

始
め
る
。
こ
の
一
年
だ
け
で
も
、
ど
う
や
ら
三
本
の
脚
本
が
遺
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
し
、
そ
れ

以
降
も
、
こ
の
舞
台
劇
の
人
気
が
衰
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
こ
の
物

語
は
誕
生
し
た
時
点
か
ら
、
そ
も
そ
も
親・
無・
し・
子・
の
境
遇
を
生
き
抜
い
て
来
た
の
で
あ
り
、
そ

の
境
遇
の
辿
り
着
く
先
に
、
さ
ら
に
漫
画
や
映
画
や
、
あ
る
い
は
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
が
登
場
し

た
に
過
ぎ
な
い
、
と
言
え
ば
言
え
る
。

ち
な
み
に
、
こ
の
物
語
が
最
初
に
映
画
化
さ
れ
た
時
、
そ
れ
は
一
九
一
〇
年
の
ア
メ
リ
カ
で
、

い
ま
だ
無
声
映
画
（
サ
イ
レ
ン
ト
）
の
時
代
の
作
品
で
あ
っ
た
。（
※
）
今
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
百

年
前
の
出
来
事
に
な
る
。
私
た
ち
の
国
の
年
号
で
言
え
ば
、
明
治
四
十
三
年
、
そ
ろ
そ
ろ
明
治

も
、
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
頃
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
か
ら
二
十
一
年
の
時
を
経
て
、
こ
の

物
語
は
物
語
本
来
の
、
そ
こ
に
作
者
や
作
品
の
権・
威・
（a

u
th
o
rity

）
を
必
要
と
し
な
い
、
映
画

独
自
の
世
界
を
築
き
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
監
督
は
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ホ
エ
ー

ル
（Ja

m
es W

h
a
le

）
で
あ
る
。

（
※
）
こ
の
映
画
は
、
映
画
の
生
み
の
親
（
の
一
人
）
で
も
あ
っ
た
、
発
明
王
の
エ
デ
ィ
ソ
ン
が
制

作
し
た
も
の
で
あ
り
、
わ
ず
か
十
数
分
の
作
品
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
が
当
時
の
基
本

的
な
、
常
識
的
な
映
画
の
上
映
時
間
（「
一
巻
」）
で
は
あ
っ
た
が
。
監
督
と
脚
本
は
、
Ｊ
・

シ
ャ
ー
レ
・
ド
ー
リ
ー
（J .

S
ea
rle D

a
w
ley

）
で
あ
り
、
主
人
公
役
は
オ
ー
ガ
ス
タ
ス
・

フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
（A

u
g
u
stu
s P

h
illip

s

）
が
、
怪
物
役
は
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
オ
ー
グ
ル
（C

h
a
rles

 
O
g
le

）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
演
じ
た
。
以
降
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ホ
エ
ー
ル
の
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
』
が
登
場
す
る
ま
で
に
は
、
三
本
の
無
声
映
画
が
存
在
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

奇
し
く
も
、
そ
れ
は
作
者
の
自・
己・
告・
白・
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
百
年
後
（
一
九
三
一
年
）
の
出
来

事
で
あ
り
、
こ
の
時
、
こ
の
映
画
（『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』）
の
登
場
に
よ
っ
て
、
物
語

の
主
役
（lea

d

）
は
完
全
に
、
い
わ
ゆ
る
怪
物
（
モ
ン
ス
タ
ー
）
の
側
に
移
さ
れ
、
そ
の
怪
物
を

創
造
し
た
人
間
（
す
な
わ
ち
、
ヴ
ィ
ク
タ
ー
・
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
）
自
身
は
逆
に
、
怪

物
の
脇
役
の
側
に
回
る
こ
と
に
な
る
。（
※
）
し
か
も
、
そ
の
名
ま
で
、
ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ラ
ン
ケ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
改
め
ら
れ
て
。

（
※
）
こ
の
よ
う
な
主・
客・
転・
倒・
は
、
ど
う
や
ら
映
画
よ
り
早
く
、
ペ
ギ
ー
・
ウ
ェ
ブ
リ
ン
グ
（P

eg
g
y

 
W
eb
lin
g

）の
脚
本
に
よ
っ
て
、
す
で
に
舞
台
上
で
行
な
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
た
だ
し
、
そ

の
際
の
先
導
役
を
務
め
た
の
が
、
そ
も
そ
も
一
九
一
〇
年
の
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』

で
あ
っ
た
可
能
性
も
、
否
定
で
き
な
い
。
こ
の
間
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・

Ｊ
・
ス
カ
ル
『
モ
ン
ス
タ
ー
・
シ
ョ
ー
』（
一
九
九
八
年
、
国
書
刊
行
会
）
を
参
照
。
一
〇
四

頁
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
映
画
の
好
評
（
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
記
録
的
な
大
好
評
）
を
受
け
て
、
こ
の

映
画
に
は
引
き
続
き
、
四
年
後
の
一
九
三
五
年
、
第
二
作
目
の
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の

花
嫁
』（B

rid
e o

f F
ra
n
k
en
stein

）
が
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
作
品
に
は
初
め

一
八
一
六
年
、
夏
の
夜
の
夢
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て
、
作
者
の
メ
ア
リ
ー
と
、
そ
の
夫
の
シ
ェ
リ
ー
と
、
そ
し
て
「
バ
イ
ロ
ン
卿
」
が
姿
を
見
せ

る
。（
※
）興
味
深
い
こ
と
に
、
そ
れ
は
文
学
史
上
の
順
序
と
、
ま
っ
た
く
同
じ
順
序
で
あ
っ
た
。

言
い
換
え
れ
ば
、
そ
こ
に
は
当
初
、
ポ
リ
ド
リ
の
姿
も
、
ク
レ
ア
の
姿
も
、
皆
無
で
あ
る
。

（
※
）
こ
の
映
画
に
お
い
て
、
作
者
の
メ
ア
リ
ー
役
を
演
じ
た
の
は
、
エ
ル
ザ
・
ラ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー

（E
lsa
 
L
a
n
ch
ester

）
で
あ
っ
た
が
、
彼
女
に
は
「
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
花
嫁
」
と

い
う
、
も
う
一
つ
の
役
回
り
も
与
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
一・
人・
二・
役・
に
は
、
そ
も
そ

も
主
人
公
（
ヘ
ン
リ
ー
・
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
）
が
原
作
の
中
の
、
親
友
（
ヘ
ン
リ
ー
・

ク
ラ
ー
ヴ
ァ
ル
）
と
の
二・
重・
身・
（
ダ
ブ
ル
）
で
あ
っ
た
点
と
合
わ
せ
て
、
監
督
で
あ
る
ジ
ェ
ー

ム
ズ
・
ホ
エ
ー
ル
自
身
の
意
図
が
読
み
取
ら
れ
よ
う
。
な
お
、
第
一
作
目
と
第
二
作
目
で
、

続
け
て
主
人
公
役
を
演
じ
た
の
は
コ
リ
ン
・
ク
ラ
イ
ヴ
（C

o
lin
 
C
liv
e

）
で
あ
っ
た
が
、
コ

リ
ン
・
ク
ラ
イ
ヴ
自
身
は
、
こ
の
第
二
作
目
の
公
開
さ
れ
た
二
年
後
に
、
三
十
九
歳
の
若
さ

で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
エ
ル
ザ
・
ラ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
の
方
は
八
十
四
歳
の
長
命

で
あ
り
、
亡
く
な
っ
た
の
は
一
九
八
六
年
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
女
に
つ
い
て
は
、
以
下
の『
映

画
伝
記
辞
典
』
が
詳
し
い
。
ま
た
、
第
二
作
目
に
登
場
す
る
「
女
の
モ
ン
ス
タ
ー
」
に
つ
い

て
は
、
今
泉
容
子『
ス
ク
リ
ー
ン
の
英
文
学

読
ま
れ
る
女
、
映
さ
れ
る
女
』（
一
九
九
九

年
、
彩
流
社
）
を
参
照
。D

a
v
id
 
T
h
o
m
so
n
：
T
h
e N

ew
 
B
io
g
ra
p
h
ica
l D

ictio
n
a
ry

 
o
f F

ilm
,
2009.

な
お
、
監
督
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ホ
エ
ー
ル
は
、
も
と
も
と
イ
ギ
リ
ス
の
出
身
で
あ
る
が
、
一

九
三
〇
年
以
降
、
十
年
ば
か
り
の
間
、
ア
メ
リ
カ
で
映
画
を
撮
り
続
け
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の

「
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
」
映
画
の
間
に
は
、
ち
ょ
う
ど
中
間
点
（
一
九
三
三
年
）
で
『
透

明
人
間
』（T

h
e In

v
isib

le M
a
n

）
も
作
ら
れ
て
い
る
。
彼
自
身
は
、
も
は
や
『
フ
ラ
ン
ケ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
の
花
嫁
』
以
降
、
ま
っ
た
く
「
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
」
映
画
の
メ
ガ
フ
ォ
ン

を
取
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
映
画
自
体
は
監
督
を
替
え
、
怪
物
役
を
替
え
、
次
々
と
新
し
い

「
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
」
映
画
を
産
み
出
し
続
け
て
ゆ
く
。（
※
）
そ
し
て
、
そ
れ
が
「
ホ

ラ
ー
映
画
の
名
門
」
の
座
を
、
こ
の
製
作
会
社
（
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
サ
ル
）
に
齎
す
こ
と
に
も
な
っ

た
。（

※
）
戦
前
の
作
品
だ
け
で
も
、
順
次
、
一
九
三
八
年
の『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
復
活
』（S

o
n

 
o
f F

ra
n
k
en
stein

）、
一
九
四
二
年
の『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
幽
霊
』（T

h
e G

h
o
st

 
o
f F

ra
n
k
en
stein

）、
一
九
四
三
年
の
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
狼
男
』（F

ra
n
k
en
-

stein
 
M
eets th

e W
o
lf M

a
n

）、
一
九
四
四
年
の
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
屋
敷
』

（H
o
u
se o

f F
ra
n
k
en
stein

）
と
続
く
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
「
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
」
映
画
で
怪
物
役
を
演
じ
、
そ
の
後
の

怪
物
像
の
イ
メ
ー
ジ
を
確
立
し
、
固
定
さ
せ
た
、

文
字
ど
お
り
の
怪
優
、
ボ
リ
ス
・
カ
ー

ロ
フ
（B

o
ris K

a
rlo
ff

）
も
、
実
は
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ホ
エ
ー
ル
と
同
じ
、
イ
ギ
リ
ス
の
出
身
で

あ
る
。（
※
）
し
か
も
、
こ
の
両
者
が
二
歳
の
違
い
で
、
後
者
が
一
八
八
七
年
に
生
ま
れ
、
前
者

が
一
八
八
九
年
に
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
さ
れ
て
よ
い
。
な
ぜ
な
ら
、
例
え
ば
ケ
ン
・

ラ
ッ
セ
ル
の
『
ゴ
シ
ッ
ク
』
の
中
で
、
そ
の
最
後
の
場
面
に
水
中
を
揺
ら
揺
ら
と
浮
か
び
漂
っ

て
い
る
子
供
の
死
体
（
そ
れ
と
も
、
再・
生・
体・
）
は
明
ら
か
に
、
ボ
リ
ス
・
カ
ー
ロ
フ
の
演
じ
た

怪
物
の
姿
と
重
ね
合
わ
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
点
で
振
り
返
れ
ば
、
こ
の
作
品
が
ボ
リ
ス
・
カ
ー

ロ
フ
の
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
生・
誕・
百・
年・
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
（h

o
m
m
a
g
e

）
で
は
な
か
っ
た
の
か
、

と
い
う
可
能
性
も
残
し
て
い
る
。

（
※
）
ボ
リ
ス
・
カ
ー
ロ
フ
が
怪
物
役
を
演
じ
た
の
は
、
一
九
三
八
年
の
『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
の
復
活
』
ま
で
の
三
本
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
、
す
で
に
年
齢
は
五
十
一
歳
で
あ
っ
た
。

ち
な
み
に
、
こ
の
怪
優
の
本
名
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヘ
ン
リ
ー
・
プ
ラ
ッ
ト
（W

illia
m
 
H
en
ry

 
P
ra
tt

）と
言
い
、
ま
た
し
て
も
ウ・
ィ・
リ・
ア・
ム・
の
一
人
あ
る
。
亡
く
な
っ
た
の
は
、
一
九
六
九

年
。
享
年
、
八
十
二
歳
。

ケ
ン
・
ラ
ッ
セ
ル
は
、
す
で
に
私
た
ち
の
国
で
も
「
フ
ィ
ル
ム
ブ
ッ
ク
」
や
「
シ
ネ
ア
ル
バ

ム
」
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
映
画
界
に
お
け
る
異・
端・
児・
と
し
て
の
位
置
づ
け
は
定
着

済
み
で
あ
る
が
、
こ
の
両
著
作
は
今
か
ら
、
も
は
や
二
十
年
前
後
も
前
の
も
の
で
あ
っ
て
、
以

降
、
こ
の
よ
う
な
出
版
物
は
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
顧
み
れ
ば
、
ケ
ン
・
ラ
ッ
セ
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ル
へ
の
評
価
も
、
い
さ
さ
か
覚
束
無
い
点
は
残
る
。（
※
）
ち
な
み
に
、
ケ
ン
・
ラ
ッ
セ
ル
の
生

ま
れ
は
一
九
二
七
年
で
あ
る
。

（
※
）
こ
の
両
著
作
は
、
そ
れ
ぞ
れ『
ケ
ン
・
ラ
ッ
セ
ル
・
フ
ィ
ル
ム
ブ
ッ
ク
』（
一
九
八
七
年
、
ア
ッ

プ
リ
ン
ク
）
と
『
ア
イ
ヴ
ォ
リ
ィ
＆
ケ
ン
・
ラ
ッ
セ
ル
』（
一
九
九
〇
年
、
芳
賀
書
店
）
で
あ
っ

て
、
後
者
に
は
「
シ
ネ
ア
ル
バ
ム
」
シ
リ
ー
ズ
の
一
二
八
番
と
あ
る
。

一
方
、
こ
れ
ま
で
私
た
ち
の
取
り
上
げ
て
き
た
、
三
本
の
映
画
に
話
を
戻
せ
ば
、
二
本
目
の

『
幻
の
城
』
の
監
督
、
ゴ
ン
ザ
ロ
・
ス
ア
レ
ス
は
一
九
三
四
年
の
生
ま
れ
で
あ
り
、
三
本
目
の

『
幽
霊
伝
説
』
の
監
督
、
イ
ヴ
ァ
ン
・
パ
ッ
セ
ル
は
一
九
三
三
年
の
生
ま
れ
で
あ
る
。
要
す
る

に
、
こ
の
三
人
の
生
年
の
開
き
は
、
わ
ず
か
に
六
年
か
ら
七
年
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
意
味
に
お
い

て
、
こ
の
三
人
は
文
字
ど
お
り
の
同・
時・
代・
人・
（co

n
tem

p
o
ra
ry

）
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
言

い
換
え
れ
ば
、
こ
の
三
人
は
全
員
が
揃
っ
て
一
九
三
〇
年
前
後
に
生
ま
れ
、
そ
の
活
動
を
開
始

し
、
作
品
を
公
に
し
た
の
も
揃
っ
て
一
九
六
〇
年
代
で
あ
っ
た
、
と
言
う
こ
と
に
な
る
。

何
故
、
こ
の
よ
う
な
陳
腐
な
事
実
を
、
わ
ざ
わ
ざ
並
べ
立
て
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
か
、
そ

の
答
え
は
、
追
い
追
い
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
私
た
ち
が
確
認
し
て
お
き
た
い

の
は
、
こ
の
三
本
の
映
画
の
公
開
年
に
は
、
確
か
に
一
年
の
ず・
れ・
は
あ
っ
て
も
、
い
ず
れ
も
一・

九・
八・
八・
年
を
目
処
に
し
て
、
こ
れ
ら
の
映
画
が
制
作
さ
れ
た
点
で
は
同
じ
で
あ
る
、
と
い
う
共

通
性
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
の
映
画
は
三
本
と
も
に
、
い
ず
れ
も
「
バ
イ
ロ
ン
卿
」
を

記
念
し
、
追
想
す
る
映
画
で
あ
っ
た
か
ら
。

「
バ
イ
ロ
ン
卿
」
と
は
、
も
は
や
繰
り
返
す
ま
で
も
な
く
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ゴ
ー
ド
ン
・
バ
イ

ロ
ン
（G

eo
rg
e G

o
rd
o
n
 
B
y
ro
n

）
の
こ
と
で
あ
る
。
映
画
の
話
を
続
け
る
前
に
、
こ
の
詩
人

に
つ
い
て
、
ま
た
、
こ
の
詩
人
の
周
囲
の
人
々
に
つ
い
て
、
あ
る
程
度
の
予
備
知
識
を
蓄
え
て

お
く
の
が
得
策
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
私
た
ち
も
映
画
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
に
立
ち
返
り
、
そ
こ
か
ら
「
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
」
と
い
う
物
語
が
、
さ
ら
に
言
え
ば

「
吸
血
鬼
（
ヴ
ァ
ン
パ
イ
ア
）」
と
い
う
物
語
が
、
あ
た
か
も
双
子
の
よ
う
に
し
て
産
み
出
さ
れ

た
、
あ
の
「
一
八
一
六
年
の
夏
」
の
夜
、

そ
の
夢
の
よ
う
な
一
夜
に
、
臨
む
こ
と
が
許
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
。〔
続
稿
〕

主
要
参
考
文
献

以
下
、
本
稿
の
執
筆
に
当
た
っ
て
参
考
に
し
た
、
主
要
な
文
献
を
列
記
し
て
お
く
。
か
な
り
参
考
に
し
た
も
の

も
あ
れ
ば
、
あ
ま
り
参
考
に
し
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
区
別
は
別
に
し
て
、
す
べ
て
の
文
献
に

対
し
て
謝
意
を
表
す
る
。
和
書
は
五
十
音
順
で
、
洋
書
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
で
あ
る
。
な
お
、
本
文
中
と
同
様
、

M
a
ry

の
表
記
は
、
メ
ア
リ
ー
に
統
一
し
た
。
ご
寛
恕
を
願
い
た
い
。

今
泉
容
子
『
ス
ク
リ
ー
ン
の
英
文
学

読
ま
れ
る
女
、
映
さ
れ
る
女
』（
一
九
九
九
年
、
彩
流
社
）

岩
田
託
子
『
イ
ギ
リ
ス
式
結
婚
狂
騒
曲

駆
け
落
ち
は
馬
車
に
乗
っ
て
』（
二
〇
〇
二
年
、
中
央
公
論
新
社
）

モ
ネ
ッ
ト
・
ヴ
ァ
カ
ン
（
辻
由
美
・
訳
）『
メ
ア
リ
ー
・
シ
ェ
リ
ー
と
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』（
一
九
九
一

年
、
パ
ピ
ル
ス
）

ジ
ョ
ー
ジ
・
ウ
ド
コ
ッ
ク
（
白
井
厚
・
訳
）『
ア
ナ
キ
ズ
ム
（

）』（
一
九
六
八
年
、
紀
伊
國
屋
書
店
）

榎
本
眞
理
子
『
イ
ギ
リ
ス
小
説
の
モ
ン
ス
タ
ー
た
ち
』（
二
〇
〇
一
年
、
彩
流
社
）

川
崎
寿
彦
『
イ
ギ
リ
ス
文
学
史
』（
一
九
八
八
年
、
成
美
堂
）

紀
田
順
一
郎
『
幻
想
と
怪
奇
の
時
代
』（
二
〇
〇
七
年
、
松
籟
社
）

北
島
明
弘
（
編
）『
ホ
ラ
ー
・
ム
ー
ビ
ー
史
』（
一
九
八
六
年
、
芳
賀
書
店
）

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ゴ
ー
ン
ト
（
土
田
訓
康
・
訳
）『
イ
ギ
リ
ス
絵
画
小
史
』（
一
九
八
二
年
、
中
央
書
院
）

ポ
ー
ル
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
（
別
宮
貞
徳
・
訳
）『
イ
ン
テ
レ
ク
チ
ュ
ア
ル
ズ
』（
一
九
九
〇
年
、
共
同
通
信
社
）

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
Ｊ
・
ス
カ
ル
（

木
玲
子
・
訳
）『
モ
ン
ス
タ
ー
・
シ
ョ
ー

怪
奇
映
画
の
文
化
史
』（
一

九
九
八
年
、
国
書
刊
行
会
）

高
橋
裕
子
『
イ
ギ
リ
ス
美
術
』（
一
九
九
八
年
、
岩
波
書
店
）

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
デ
イ
シ
ャ
ス
（
早
乙
女
忠
・
訳
）『
イ
ギ
リ
ス
文
学
散
歩
』（
一
九
八
〇
年
、
朝
日
イ
ブ
ニ
ン

グ
ニ
ュ
ー
ス
社
）

十
返
千
鶴
子
『
世
紀
末
ロ
ン
ド
ン
を
翔
ん
だ
女

メ
ア
リ
ー
・
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
を
追
う
旅
』（
一
九
九

〇
年
、
新
潮
社
）

ク
レ
ア
・
ト
マ
リ
ン
（
小
池
和
子
・
訳
）『
メ
ア
リ
ー
・
ウ
ル
ス
ト
ン
ク
ラ
フ
ト
の
生
と
死
』
全
二
巻
（
一
九
八

九
年
、
勁
草
書
房
）

久
守
和
子
・
中
川
僚
子
（
編
）『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』（
二
〇
〇
六
年
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）

廣
野
由
美
子
『
批
評
理
論
入
門

『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
解
剖
講
義
』（
二
〇
〇
五
年
、
中
央
公
論
新

社
）

ク
リ
ス
・
ボ
ル
デ
ィ
ッ
ク
（
谷
内
田
浩
正
、
西
本
あ
づ
さ
、
山
本
秀
行
・
訳
）『
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
影

の
下
に
』（
一
九
九
六
年
、
国
書
刊
行
会
）

水
田
珠
枝
『
女
性
解
放
思
想
の
歩
み
』（
一
九
七
三
年
、
岩
波
書
店
）

吉
田
純
子
（
編
）『
身
体
で
読
む
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

「
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
」
か
ら
「
も
の
の
け
姫
」
ま

で
』（
二
〇
〇
四
年
、
人
文
書
院
）

一
八
一
六
年
、
夏
の
夜
の
夢
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吉
村
純
司
『
ゴ
シ
ッ
ク
・
ロ
マ
ン
ス
の
世
界
』（
一
九
九
六
年
、
文
化
書
房
博
文
社
）

Ｊ

Ｊ
・
ル
セ
ル
ク
ル
（
今
村
仁
司
、
澤
里
岳
史
・
訳
）『
現
代
思
想
で
読
む
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』（
一

九
九
七
年
、
講
談
社
）
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